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今月のフェアリー詰将棋  

 

・ 第 78 回 WFP フェアリー作品展（再掲） 

・ 第 79 回 WFP フェアリー作品展  

・ Fairy of the Forest #46 

・ 第 97 回推理将棋出題  

・ 第 98 回推理将棋出題  

・ 強欲な世界パート４ 

 

結果発表  

 

・ 第 96 回推理将棋出題  

・ フェアリー版くるくる作品展５ 

・ ちょっと早い 2016 年年賀詰作品展  

 

読み物  

 

・ 自分なりの透明駒の門戸（上谷直希） 

・ 年賀詰紹介  

 

第９１号 

2016/1 
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は

はじめに 

       

 

2016 年  

 

あけましておめでとうございます。本年も WFP を

よろしくお願い致します。 

暖冬ということでこれまであまり寒さを感じなかった

この冬ですが、ここ数日は大雪に見舞われている所

も多々あるようで、お住まいの地域は大丈夫でしょう

か？私の住んでいる愛媛県新居浜市は瀬戸内とい

うことでほとんど雪が降らない地域です。今年はまだ

雪は見ておりません。 

世間では、某バラエティアイドルの不倫騒動や

SMAP の解散騒動、バス転落事故などが報道を賑

やかしていますが今年は波乱の多い年になるような

予感がしますね。平穏無事な 1 年でありますように。 

 

今年 2016 年は WFP にとっても節目の年となり

ます。2016 年 10 月に発行する本誌が通算 100 号

（足かけ 8 年 4 ヶ月）となるからです。途中数日の発

行遅れはあったものの何とか続けてこられたのも皆さ

んのおかげです。あと９号何とか体に気を付けつつ

頑張っていきたいと思います。 

ネット上でブログやツイッターでフェアリーの話題

を書いて頂いている方々も増えて少なからずフェアリ

ー詰将棋の裾野が広がってきているように思います。

その流れに乗って少しでも WFP の読者が増えるよ

う頭を捻っていきたいと思っています。ご期待下さい。 

 

【募集】 

  

作品  

 フェアリー作品、PG、推理将棋はそれぞれの

投稿先へ投稿下さい。  

 

 読み物  

 フェアリー詰将棋に関するものに限らず日常

のことでも研究物でも４コマ漫画からパロディ、

イラスト、マイベスト１０、自己紹介、何でも

OK です。  

 

感想  

 

第９１号の感想、今後の要望、ご意見等なん

でも結構です。是非メールにて私まで  

 皆様の反応が私の意欲に成りますので是非ご

協力をお願いします。  

 

読み物、感想の投稿はこちらまで  

 

たくぼん：takuji@dokidoki.ne.jp 

 

 

協力いただいている方々の HP アドレス 

*ご協力感謝します 

 

妖精都市 

http://www.geocities.jp/cavesfairy/ 

 

詰将棋メモ 

http://toybox.tea-nifty.com/  

 

詰将棋おもちゃ箱 

http://www.ne.jp/asahi/tetsu/toybox/ 

 

Onsite Fairy Mate 

http://www.abz.jp/~k7ro/  

 

K.Komine’s Home Page 

http://19900504.web.fc2.com/index.html 

 

フェアリー時々詰将棋  

http://fairypara.blog.fc2.com/ 

 

占魚亭残日録  

http://d.hatena.ne.jp/sengyotei/ 

  

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjiyYSGu7TKAhWGnJQKHUTHCuwQjRwIBw&url=http://www.wakei-seijyaku.jp/SHOP/20011528.html&psig=AFQjCNGsMoAG-xcuLJObnV56YLxHjviu8g&ust=1453244241640056
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第78回WFP作品展(再掲)及び 

第79回WFP作品展 担当：神無七郎  

 

上は元日の朝の芥川。初日の出を待つ人々が

大勢集まっています。ところが人々が見つめる

先と違う場所から「太陽」は既に昇っています。

写真中央からやや右奥を拡大してみましょう。  

 

靄に霞んで見えにくいですが、これは紛れも

なく、あの「太陽の塔」です。  

 

私は高槻に約 40 年前から住んでおり、関東

にいた頃も長い休みには必ず帰省していました

が、自宅のすぐ近くから「太陽の塔」が見える

ことは知りませんでした。この像は個性的では

あるものの、周囲の建物に比べて際立って大き

くはなく、肉眼では判別が難しいのです。今回

も写真を撮っているときにはまったく気付いて

いませんでした。元旦に「太陽の塔」が見えた

から縁起が良いということは特にないのですが、

新発見というのは、たとえそれが小さいことで

も嬉しいものです。これからは空気が澄んだ日

に「太陽の塔」を探して遠くを眺めるのが私の

習慣になるかもしれません。  

皆さんも大きなものから小さなものまで

様々な発見をされると思いますが、詰将棋の世

界での発見はどんどん共有していきましょう。

そして、この WFP 作品展を発見の共有の場と

して活用してください。  

なお、冒頭の写真を撮った 10 分後、今度は本

物の太陽が姿を見せてくれました。  

 

新年あけましておめでとうございます。  

 

さて、今回の WFP 作品展は再々掲となる第

78 回分と新規出題の第 79 回分です。例によっ

て難問・奇問のオンパレードですが、正月気分

がまだ残っている人も、そうでない人も、気を

引き締めて臨みましょう。  

 

〔第 78 回作品展各題への補足説明〕（再掲）  

第 78 回の出題は全 12 題。内訳は神無太郎氏

１題、ＤＤ++氏３題、変寝夢氏５題、上谷直希

氏３題です。出題は投稿順なので、難易度とは

関係ありません。解き易そうなものから手を付

けることをお勧めします。  

78-1 は神無太郎氏の協力自玉ステイルメイ

ト。「第 43 回神無一族の氾濫」向けに作られた

作品の一つです。使われているフェアリー駒は

「騎」。持駒を見ると飛や角といった大駒や、４

枚もの騎という利きの大きな駒ばかりですが、

これらをうまく処理して、合法手のない状態を

作ってください。  

78-2～78-4 はＤＤ++氏による穴空き盤を使
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った作品です。「穴（今回から○で表記）」は、

着手はできず、飛角香などが通過できる場所を

表します。この３作は「穴」が斜・横・縦のス

トライプ状に配置され、見た目も美しいですね。

もちろん外見だけではなく手順も面白いですよ。 

78-5～78-9 は変寝夢氏によるバラエティに

富んだ駒やルールの作品群。とはいえ、まった

く新しい駒やルールではなく、一度は本作品展

に登場したものや、その変種なので、過去問が

良い参考になると思います。  

まず、78-5 は Moa という駒を使った作品。

これは Mao（中国将棋の馬、合駒の利く八方桂）

を 45°傾けた利きを持つ駒で、本作品展では

64-2 として登場しています。Moa は Mao と合

駒の利く場所が違うので混同しないよう注意し

てください。  

78-6 は中立駒の Locust（蝗）が使われていま

す。中立駒の先後双方にとって敵駒であるとい

う性質、Locust は跳び先が埋まっていると取れ

ないという性質をうまく利用してください。  

78-7 は中立駒の銀が主役。ステイルメイトの

達成にはこの銀を取らせるか動けなくしないと

いけません。可成範囲の近くなので、手番によ

っては成ることも可能な場合がありますが、果

たして「成」は出てくるでしょうか？ もちろ

んステイルメイトの達成には Lion（鬣）の使い

方も大きな鍵になります。今月の変寝夢氏の作

品群の中では最も難しい作品かもしれません。  

78-8 と 78-9 は前回も登場した「レトロ」ル

ールの作品です。このルールは、馬鹿な手を指

した後で、「待った」をするのと同じなので本当

に「ばか詰」的な感覚を味わえます。なお、今

回の２作はどちらも攻方に王手義務があること

を前提にしています。78-9 は逆算手数が長いで

すが、駒数制限があるので逆算の方向性を間違

えなければ、きっと解けるでしょう。  

78-10～78-12 は上谷直希氏の作品。ルールは

すべて異なります。  

78-10 は普通の協力詰。でも、作品には上谷

氏らしく、ちゃんと「狙い」があります。解図

を始めるならきっとここからですね。  

78-11 は今回唯一の協力系でない対抗系ルー

ルの作品。「強欲」という条件が付いている以外

は、普通の詰将棋と同じルール設定で作られて

います。（「最善詰」ではありません。）また、作

意には透かし詰が使われており、最終 2 手には

変同があります。  

78-12 は透明駒を使った作品。協力詰ですか

ら、もちろん透かし詰はダメですよ。第 76 回の

透明駒作品で予習をして臨んでください。  

 

〔第 79 回作品展各題への補足説明〕  

第 79 回の出題は全 12 題。内訳は神無太郎氏

４題、久保紀貴氏１題、変寝夢氏７題です。出

題は例によって投稿順。以下の説明を読んで、

易しそうなもの、あるいは自分の好みに合いそ

うなものから解図を始めると良いと思います。  

79-1～79-4 は神無太郎氏の協力自玉ステイ

ルメイト。「第 43 回神無一族の氾濫」で出すに

は難し過ぎると判断された作品がこちらでお目

見えとなりました。使われているフェアリー駒

は Grasshopper（Ｇ）。受方の持駒は標準の残り

駒すべてとＧ5 枚です。Ｇの枚数が 5 枚という

のは 10 手で合駒として登場できる上限に合わ

せたもので、すべて使うとは限りません。  

79-5 は本作品展では初登場となる久保紀貴

氏の作品。氏が Andernach に興味を持ったのは

つい最近のことだそうですが、作者の実力はこ

の作品にも充分反映されています。Andernach

は駒を取る時に相手の駒になる…つまり非常に

王手が掛けにくいルールですが、その特性をこ

の作品でどう利用しているか注目してください。 

79-6～79-12 は変寝夢氏の作品。いろいろな

ルールの作品が並んでいるので、ルール説明や

以下の補足説明をよくお読みください。  

まず、79-6 は Locust（蝗）を使った協力自玉

ステイルメイト。Locust は Grasshopper と似て

いますが、動きは異なるので 79-1～79-4 と混同

しないよう注意してください。Locust はジャン

プ台となった駒を取ることと、ジャンプ先が埋

まっていると跳べないことの２点が大きな特徴

で、Grasshopper と大きく異なる手順が味わえ

るはずです。  

79-7 は持駒に普通の角と中立駒の角が１枚

ずつあります。手数が 4 手ですから、２枚とも

打つしかないのですが、さてどちらをどこに打

つのでしょうか？  

79-8 は将棋盤上のチェスプロブレム。Pawn

の基本的な動き方（取らないときは前に一つ、

取る時は斜め前に一つ）や、相手陣最上段（三

段目ではありません）で成るという設定、成る

時は４種類（ＱＲＳＢ）の成駒を選べるという

設定もそのまま持ってきます。ダブルステップ

やアンパッサンの設定がどうなっているか不明

ですが、とりあえず本局には関係ありません。

また、攻方に王手義務がないのも Helpmate そ
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のままです。複数解を求める問題形式もチェス

プロブレム風。少し違うのは、攻方から指し始

めることと、取った駒が持駒になること。また、

手数の数え方も詰将棋流です。チェスプロブレ

ム風だからといって受先で 6 手指してはいけま

せん。易しいので４解すべて求めてください。  

79-9～79-11 は指定手数逆算して１手詰の形

を作れという「レトロ」の作品。79-9 と 79-10

は攻方に王手義務がない前提で逆算します。た

だし、受方の持駒が制限されているので、逆算

の選択肢もある程度制限されています。もちろ

ん、逆算手順に王手放置などの反則があっては

いけません。79-11 は攻方に王手義務がある代

わりに、受方持駒は残り全部です。駒台から何

を持ってくるかが重要ですね。  

79-12 は攻方だけが 6 手連続で指して詰めよ

という問題。途中で（詰まない時に）王手を掛

けてはいけません。Rose（薔）という強力な駒

が使われているのでどうやっても詰みそうです

が、厄介なのはＰＷＣという条件。ＰＷＣでは

攻方の駒が増えないわけですから、Rose１枚で

詰めねばなりません。やみくもに駒を動かす前

に、きちんと作戦を立てましょう。  

 

解答要項  

第 78 回分解答締切：2016 年 2 月 15 日（月）  

第 79 回分解答締切：2016 年 3 月 15 日（火）  

宛先：janacek789@ybb.ne.jp（メールの件名

に「解答」の語句を入れてください。）  

 

作品投稿について  

作品投稿は随時受け付けます。（原則として

毎月 15 日の投稿まで当月号に掲載します。） 

宛先は解答と同じ janacek789@ybb.ne.jp へ。 

メールの件名に「作品投稿」の語句を入れて

ください。添付ファイルも可。機械検討済み

なら出力結果のファイル添付を推奨します。 

ルール説明  

※WFP のページにまとめ資料（http://www.dok

idoki.ne.jp/home2/takuji/wfpr2015.pdf）

があるので、それも参考にしてください。 

【協力自玉ステイルメイト】  

先後協力して最短手数で攻方をステイルメ

イト（王手は掛かっていないが合法手のない

状態）にする。  

【ナイト】（騎）  

チェスのナイト。八方桂。  

（○が騎の利き）  

【協力詰】  

先後協力して最短手数で受方の玉を詰める。 

【穴】（○）  

着手はできないが、走り駒が通過することは

できる箇所。（※以前は◆で表記していまし

たが、○に変更しました。）  

【協力自玉詰】  

先後協力して最短手数で攻方の玉を詰める。 

【Moa】（モ）  

中国象棋の馬（Mao）の斜め版。合駒の利く

八方桂。Mao が上下左右のマスに駒があると

先に進めないのに対し、Moa は斜めのマスに

駒があると先に進めない。  

 

（ 一 旦斜 め に 一 マ

ス進み、次いで縦

横 に 一 マ ス 進 ん

だ 八 方 桂 の 位 置

に着地する。  

網 掛 け で 示 し た

所に駒があると、

そ の 先 の マ ス に

進めない。）  

【中立駒】（「 」あるいは「n 駒」）  

どちらの手番でも動かせる駒。  

横向きの字か横に n を付加して表記。  

（補足）  

1) 中立駒の動きは現手番の駒としての動き

となる（利きが非対称な駒の場合に要注意） 

2) 中立駒は現手番の駒として成れる場合の

み、成ることができる  

3) 中立駒はどちらの手番でも取ることがで

き、持駒になる。この時、所属は取った側

の持駒だが中立性は失わず、再び盤に戻っ
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たときには中立駒として振舞う。  

4) 中立駒は現手番側の駒を取れない。相手側

の駒や、中立駒は取れる。  

5) 二歩禁が適用される。手番を問わず、中立

駒の歩や通常の歩がある筋に、更に中立駒

の歩を打つことはできない。  

6) 中立駒は行き所ない駒にならない。  

→詳細は WFP61 号の「中立駒の紹介」参照。  

【Locust】（蝗）  

フェアリーチェスの Locust（蝗）。クィーン

の利きの方向にある敵駒を跳び越えその先

の空きマスに着地し、跳び越えた敵駒を取る。 

 （○が蝗の利き。  

■は敵駒。■が

味方の駒だった

り、○の地点が埋

まっていると跳

べない。）  

【Lion】（鬣）  

フェアリーチェスの Lion。  

クィーンの利きの方向にある駒を１つ跳び

越えその先の任意のマスに着地する。着地点

に敵駒があれば取れる。  

 

（○が鬣の利き。  

■は敵または味方

の駒。○の地点が埋

まっていると、その

先には跳べない。）  

【レトロ  –m+n 手】  

m 手逆算して n 手で詰む手順を求める。  

（補足）  

1) 特に注釈のない場合、逆算も攻方王手義務

があることを前提とする  

2) 協力系の場合逆算も双方が協力する  

【強欲】  

駒を取る手を優先する。  

【透明駒】  

位置・種類が不明の駒。  

着手の合法性、攻方王手義務を満たせる可能

性があれば、それを満たしているものとして

手順を進めることができる。  

→透明駒の詳細及び例題は、WFP83 号「透明駒

のご紹介」等を参照してください。  

【グラスホッパー】（Ｇ）  

フェアリーチェスの駒。クィーンの線上で、

ある駒を１つ飛び越したその直後の地点に

着地する。そこに敵の駒があれば取れる。  

（○が G の利き）  

【Andernach】  

駒取りを行った駒（玉を除く）は、その場で

相手の駒となる。  

（補足）  

1) 取ると二歩になる場合、相手の駒にならな

い  

2) 駒の向きの転換は成生の選択の後に行わ

れ、成生の選択権は駒を取った側にある  

3) 駒取りの場合に限り、８段目への桂の不成、 

９段目への桂香歩の不成が可能（二歩の例

外を除く）  

【Pawn】（Ｐ）  

チェスの Pawn。駒を取らない時は一つ前に、

駒を取る時は斜め前に進む。  

敵陣最上段で強制的に成り、成った後の駒は

Ｑ（飛＋角）、Ｒ（飛）、Ｂ（角）、Ｓ（騎）の

４種から選択できる。  

 

（ ○ が 駒 取 り の 利

き。駒を取らない

ときは矢印方向に

進む。）  

【Queen】（Ｑ）  

チェスのクィーン。  

飛車と角を合わせた性能を持つ。  

（矢印がＱの走る方向）  

【ＰＷＣ】  

取られた駒は取った駒が元あった場所に復

元する。（駒位置の交換となる）  

【Rose】（薔）  
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フェアリーチェスの Rose。  

円形に進むナイトライダー。途中に駒があっ

たり盤をはみ出したりするとそこから先に

行けない。  

 

 

【連続詰】  

攻方が連続して指して最短手数で受方の玉

を詰める。ただし、詰むとき以外に王手を掛

けてはいけない。  

 

 

≪第 78 回 WFP 作品展≫（再掲）  

解答締切：2016 年 2 月 15 日（火）  

■  78-1 神無太郎氏作  

 

■  78-2 ＤＤ++氏作  

 

■  78-3 ＤＤ++氏作  

 

協力自玉ステイルメイト 12手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

飛角騎4

玉

※騎：Knight

協力詰 7手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

飛

角

飛

玉

角

※○：穴（着手不可、通過は可）

協力詰 17手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

香

桂

歩

飛

玉

飛桂

歩

※○：穴（着手不可、通過は可）
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■  78-4 ＤＤ++氏作  

 

■  78-5 変寝夢氏作  

 

■  78-6 変寝夢氏作  

 

■  78-7 変寝夢氏作  

 

■  78-8 変寝夢氏作  

 

■  78-9 変寝夢氏作  

 

打歩協力詰 53手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

○

○

○

○

○

○

○

○

○

龍

龍

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

歩

○

○

○

○

○

○

○

○

○王

○

○

○

○

○

○

○

○

○

なし

なし

金

金

歩

玉

※○：穴（着手不可、通過は可）

協力自玉詰 4手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

飛モ

玉

※モ：Moa（中国象棋の馬を45度回転）

協力自玉詰 4手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

角n蝗

玉

※n蝗：中立Locust

協力自玉ステイルメイト 10手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

桂

桂香

玉

鬣

銀

※鬣：Lion、n銀：中立銀

レトロ協力詰 -2+1手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

桂

玉

馬
レトロ協力詰 -10+1手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

なし

金

玉
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■  78-10 上谷直希氏作  

 

■  78-11 上谷直希氏作  

 

■  78-12 上谷直希氏作  

 

≪第 79 回 WFP 作品展≫  

解答締切：2016 年 3 月 15 日（火）  

■  79-1 神無太郎氏作  

 
■  79-2 神無太郎氏作  

 
■  79-3 神無太郎氏作  

 
 

協力詰 5手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

桂

と

角

なし

銀

歩金

玉

飛

強欲詰 7手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

角

飛

角 桂 

玉

歩銀
協力詰 5手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

香

角

玉

※透明駒 攻方１枚、受方１枚

協力自玉ステイルメイト 10手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

香Ｇ4

残り全部＋Ｇ5

玉

※Ｇ:Grasshopper

協力自玉ステイルメイト 10手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

角Ｇ4

残り全部＋Ｇ5

玉

※Ｇ:Grasshopper

協力自玉ステイルメイト 10手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九王

飛Ｇ4

残り全部＋Ｇ5

玉

※Ｇ:Grasshopper
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■  79-4 神無太郎氏作  

 

■  79-5 久保紀貴作  

 

■  79-6 変寝夢作  

 

■  79-7 変寝夢作  

 

■  79-8 変寝夢作  

 

■  79-9 変寝夢作  

 

協力自玉ステイルメイト 10手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九王

飛Ｇ4

残り全部＋Ｇ5

玉

※Ｇ:Grasshopper

Andernach協力詰 11手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

飛

銀

香

なし

玉

協力自玉ステイルメイト 8手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金王

歩

飛

銀2

玉

蝗蝗

※蝗:Locust

協力自玉詰 4手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

王

角n角

玉

※n角:中立駒の角

非連続王手協力詰 3手 ※４解

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

Ｐ

なし

玉

馬

Ｑ

馬
※Ｐ:Pawn、Ｑ:Queen

非連続王手レトロ協力詰 -6+1手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

馬

桂

なし

なし

玉
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■  79-10 変寝夢作  

 

■  79-11 変寝夢作  

 

■  79-12 変寝夢作  

 

以上

 

  

非連続王手レトロ協力詰 -6+1手

攻方持駒

受方持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

銀

なし

玉

と

馬

レトロ協力詰 -2+1手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

龍

なし

玉

龍

PWC連続詰 6手

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

薔

なし

玉

と

と

と

※薔:Rose（円形ナイトライダー）
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推理将棋第９７回出題  

 担当：NAO 

 

今回と次回は募集していた年越・年賀推理将棋

を特集します。Pontamon さん、はなさかしろ

うさん、渡辺秀行さん、斧間徳子さん、DD++さ

んの５名の方から投稿いただきました。多数の

ご投稿ありがとうございます。年賀詰定番の１

１手詰が少なく、解き応えのある中編が揃いま

した。例年と比べると手数が長い分、難しいか

もしれませんが、推理を存分に楽しんでいただ

けたら幸いです。 

作品数が多いので、年賀特集は９７、９８回の

２回に分け、次の通り変則出題といたします。 

 

今後の本コーナー予定 

 第９７回（年賀４題）：１２月２４日出題、

１月２０日〆切り 

第９８回（年賀４題）：１月１日頃出題、２月

２０日〆切り 

第９９回（９手詰難解作）：２月２４日頃出

題、３月２０日〆切り 

第１００回（10 手詰難度ゼロ）：３月下旬出

題 

 第１０１回（10 手詰１条件）：４月下旬出題 

※第９９回以降の特集作品も募集継続していま

す 

------------------------------------------ 

■本出題 

第９７回は年越・年賀推理将棋特集の第一弾、

11 手から 27 手の４問を出題します。 

 １問目、はなさかさん作は先手着手地点の積

が 2016 になる 11 手詰手順を２解求める問題。

手数は短いが今回の最難問です。２問目は

2015 年に最も多くの作品を投稿いただいた

Pontamon さん作の 12 手詰。一人ぼっちの玉を

豪勢に詰め上げます。３問目は担当作。20 手

目 16 着手で 28 玉を詰ます手順で"2016"と"28"

を関連づけました。４問目は渡辺さん作の 27

手詰。平成 27 年に届いた前年の年賀詰を振り

返ります。続編の 28 手詰は次回に出題。 

------------------------------------------ 

９７-１ 中級 はなさかしろう 作   

指し初め＊2016＊二番 １１手（２解） 

３手目迄は必然手。１筋と１段目の上手な

使い方を推理しよう。 

９７-２ 中級 Pontamon 作   

豪勢な詰め １２手 

一人ぼっちの玉が詰む形を推理しよう。 

９７-３ 中級 ＮＡＯ 作   

２０１６の決め手 ２０手 

２８玉が１６の手で詰む形を推理しよう。 

９７-４ 中級 渡辺秀行 作   

推理敵からの年賀状 ２７手 

８回目の端香の手で詰む形を推理しよう。 

------------------------------------------ 

９７-１ 中級 はなさかしろう 作   

指し初め＊2016＊二番 １１手（２解） 

 

「あけましておめでとうございます！指し初め

しに来たよ」 

 「謹賀新年！ではさっそく、振り初めを…。

一局目は君の先手だね。恒例どおり、元日にち

なんで１１手で詰みにするとして、今年の味つ

けはどうする？」 

 「2016 年だから・・・１１手だと先手は６手

指すので、それぞれの手の着手点の筋と段を示

す数を全部掛け合わせたら 2016 になるように

指してみようかな」 

 「なるほど。棋譜表記が同の手の場合でも、

同じ着手点に何回か指した場合でも、一手ごと

に着手点の筋と段の数を出して、得られた１２

個の数の積を 2016 にすることにしよう」 

 「うむ…… いざ参る」 

 「よし来た、アシストは任せてよ」 

「これで１１手目、先手の着手点の筋と段を示

す数の積が 2016 になって詰んだね」 

 「玉を寄る手に対して成る手で応じていたけ

れど、結局成る手はその一手だけだったね」 

 「今度は君の先手だよ」 

 「うむ…… アシストは頼んだよ」 

「これで１１手目、先手の着手点の筋と段を示

す数の積が 2016 になって詰んだね」 

 「今度も玉寄りに対して唯一の成で応じたけ

れど、手順は一番目と違っていたね」 

 「二番とも狙い通りで、幸先良いね」 

さて、指し初めの二番とはどんな将棋だったの

だろうか？ 

（条件） 

１) １１手で詰んだ 

２） 先手の着手点の筋と段を示す数の積が

2016 ※ 

３） 玉寄りに対して唯一の成で応じた 

  以上の条件を満たす手順が２通り 

※本問では、棋譜表記が同の手の場合も着手点
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の筋と段を示す数をカウントしますし、同一地

点に複数回着手があってもそれぞれ別個にカウ

ントします。例えば、▲２六歩△４二玉▲２五

歩△２四歩▲同歩△３二玉▲２五飛△４二飛▲

２三歩成まで９手で詰みの手順の場合、先手の

着手点は 26～25～24～25～23 ですので、着手

点の筋と段を示す数の積は 2×6×2×5×2×4×

2×5×2×3＝57600 です。 

------------------------------------------ 

９７-２ 中級 Pontamon 作   

豪勢な詰め １２手 

 

「おっ、年賀状か。推理将棋も付けるんだ」 

 「新年は 2016 年だから、１６地点の駒を動か

す手がある１２手だよ」 

 「前年の元旦には”駒打ちは１回だよ”って

電話して来たけど、これは大丈夫？」 

 「"１"の条件をたくさん付けたから、多分、

大丈夫だと思うよ」 

 「どんな条件？」 

 「まず、詰んだ玉は一人ぼっち」 

 「何それ？」 

 「玉の周りの８マスに駒が無いってことさ」 

 「あとは？」 

 「駒成りは１回で、歩の着手は１回だよ」 

 「一人ぼっちだとか１回きりだとか、何か寂

しい感じだね」 

 「いや、詰み上がりを見てよ。豪勢な感じの

詰みだろ」 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

 

（条件） 

•１２手で詰んだ 

•１６地点の駒を動かす手があった 

•詰んだ玉は一人ぼっち（玉の周り８マスに駒

は無かった） 

•駒成りは１回 

•歩の着手は１回 

------------------------------------------ 

９７-３ 中級 ＮＡＯ 作   

２０１６の決め手 ２０手 

 

「新年の指し初めはどうだった？君は後手番だ

ったね」 

「ああ、２筋の手を８回と１筋の手を１回指し

て勝ったよ」 

「平成２８年の元旦にぴったりだね」 

「それだけじゃないよ。２０手目１６地点の着

手が初王手で２８の玉を詰ませたんだ」 

「なるほど、２０１６の決め手で平成２８年の

玉を捕らえたってことか。今年はイケイケだ

ね」 

「イケイケＧＯＧＯじゃないけど、こっちが５

連続で２筋に着手した後、相手も５連続で２筋

に着手したんだ。不成の手も５回あったよ」 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

そして２０１６年、貴方の勝負手は？ 

（条件） 

•２０手目１６地点の着手が初王手で２８の玉

が詰んだ 

•後手は、２筋に８回、１筋に１回着手した 

•後手が５連続で２筋に着手した後、先手が５

連続で２筋に着手した 

•不成の手が５回あった 

------------------------------------------ 

９７-４ 中級 渡辺秀行 作   

推理敵からの年賀状 ２７手 

 

「去年の年賀状を整理していたら、あいつから

の年賀状が見つかったよ」 

 「ふむふむ、確かこんな問題を出題してきて

たなぁ。どれ、見てみるか？」 

<箇条書条件を見せる> 

「今年の年賀はそれをちょっと変えて出してや

ったんだ」 

 「俺の作った返しも見せて欲しいだって？ま

ぁ、そう慌てるでない」 

 

＜箇条書条件＞ 

•２７手で詰んだ 

•先手はある端歩を６連続で動かした後、ある

端香を８連続で動かした 

•駒成は不成だと反則になる場合だけ 

•後手は、唯一の金の着手である金を寄る一手

を除いて駒を安い順(※１)に指した 

•後手は、同種駒に関しては９筋から１筋へ向

う順に着手して行った(※２) 

 

(※１)歩と香杏桂圭銀全金角馬飛龍玉の順 

(※２)同じ筋に連続して着手するのは良いがよ

り９筋側に着手してはならない。 

 例えば７筋に桂を着手すると、それ以降８筋

９筋に桂を着手する可能性はなく、７筋に桂を

着手する可能性はある。もちろん駒種が銀など

に変ればまた９筋から着手しても良い。 
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推理将棋第９８回出題   

 担当：NAO 

 

あけましておめでとうございます。本年も推理

将棋をよろしくお願いします。 

 

第９８回は年越・年賀推理特集の第二弾。１１

手から２８手までの４題を出題します。 

 

１問目は初級 11 手詰。特集８題中唯一の初級

問題は担当からのお年玉です。２問目斧間さん

作の中級 16 手詰。先後各々の同種駒を上手に

使う手順を見つけましょう。３問目は渡辺さん

作の上級 28 手詰。97-4 の続編です。前年のお

返しにはどんな年賀状を送りましょうか。４問

目は DD++さん作の上級 28 手。友人からの無茶

な要求にどう応じましょうか。 

 

今後の本コーナー予定 

 第９７回（年賀４題）：１２月２４日出題済

み、１月２０日〆切り 

第９８回（年賀４題）：１月１日出題（今

回）、２月２０日〆切り 

第９９回（９手詰難解作）：２月２４日頃出

題、３月２０日〆切り 

第１００回（10 手詰難度ゼロ）：３月下旬出

題 

 第１０１回（10 手詰１条件）：４月下旬出題 

※第９９回以降の特集作品も募集継続していま

す 

------------------------------------------ 

[２０１６年１月２日更新] ９８-１余詰修正 

 

９８－１担当作に余詰がありました。粗検深く

お詫び申し上げます。 

 

 ９８-１修正 

 会話文「派手に駒が成った」→「７手目に駒

が成った」 

 条件文「成る手があった」→「７手目に駒が

成った」 

 

なお、解答につきましては元の条件を満たして

いれば正解といたします。 

 余詰をご指摘いただいた小木さん、DD++さ

ん、ありがとうございました。 （１月２日 

ＮＡＯ） 

------------------------------------------ 

■本出題 

９８-１ 初級 ＮＡＯ 作   

１筋の香 １１手 

  １筋の香とは何段目の香か、推理しよう。 

９８-２ 中級 斧間徳子 作   

2016(平成 28)年の指し初め局 １６手 

５回王手が掛かる手順を推理しよう。 

９８-３ 上級 渡辺秀行 作   

推理敵への年賀状 ２８手 

先手の"ある駒"の軌跡を推理しよう。 

９８-４ 上級 DD++ 作   

新年の無茶振り ２８手 

後手の"１１と"で詰む形を推理しよう。 

■締め切り前ヒント （２月１３日頃コメント

欄に掲載 ＮＡＯ） 

------------------------------------------ 

９８-１ 初級 ＮＡＯ 作   

１筋の香 １１手 

 

「さっきの勝負どうだった？正月らしく派手に

駒が成った７手目に駒が成ったそうだけど」 

 「１１手目に１筋に香の手を指して詰ませて

勝ったよ」 

 「おめでとう。２０１６年の指し初めにふさ

わしい一局だね」 

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

そして２０１６年、貴方の勝負手は？ 

 

（条件） 

•１１手目に１筋の香の手で詰んだ 

•成る手があった７手目に駒が成った 

 

------------------------------------------ 

９８-２ 中級 斧間徳子 作   

2016(平成 28)年の指し初め局 １６手 

 

「昨日の指し初め局は勝ったかい？」 

 「うん、16 手目に 28 に着手した５回目の王

手で相手玉を詰ましたよ」 

 「へえ、16 手目に 28 の手で詰めたとは、今

年の年初にふさわしい一局だね。で、どんな将

棋だったんだい？」 

 「相手は 3 手目からずっと同じ種類の駒の手

を指し続けてきたんだ。そこで猿まねというん

じゃないけど、僕も４手目からずっと同じ種類

の駒の手を指し続けたんだ。駒を成る手はなか
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ったよ」 

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？ 

 

（条件） 

•１６手目の２８への着手で詰んだ 

•先手は３手目以降、同じ種類の駒の手を指し

続けた 

•後手は４手目以降、同じ種類の駒の手を指し

続けた 

•王手が５回あった 

•駒を成る手はなかった 

 

------------------------------------------ 

９８-３ 上級 渡辺秀行 作   

推理敵への年賀状 ２８手 

 

「そう言えば、今年に出し返した問題を見せて

欲しいって言ってたな。いいよ。 

どうだ、いい感じの返しになっているだろ？」 

<箇条書条件を見せる> 

「なになに簡単だって？まぁ有り得る詰形がそ

んなにないからね」 

 

＜箇条書条件＞ 

•２８手で詰んだ 

•後手はある端歩を６連続で動かした後、同じ

端の筋の８箇所に香を着手した(※) 

•駒成は不成だと反則になる場合だけ 

•先手はある駒をこれまで居たことがない所に

丁度１１連続で動かしたが、うち６手は１筋側

に寄る手であった 

•５筋の着手が２度あった 

 

(※) 香を移動する手と香を打つ手が可。香が

移動して成も不成も可。成香の移動は不可（香

の着手と見做さない） 

------------------------------------------ 

９８-４ 上級 DD++ 作   

新年の無茶振り ２８手 

 

「新年あけましておめでとう。早速指し初めし

ようぜ」 

 「ふむ、平成 28 年の１月１日か。では僕は２

８手目の『１１と』で君の先手玉を詰ませたい

のでよろしく」 

 「え？」 

 「それと僕は、初志貫徹で１枚の駒を着手し

続けたい。ああ、でも、27 年は終わったし、

その駒で 27 地点に立ち寄りたくはないな」 

 「は？」 

 「君も僕もそれぞれ、唯一の成は駒を取らず

に指したいね。お互い欲張った一年にはしたく

ない」 

 「ねえ、待って」 

 「その上で、君は歩を初手しか指さないのも

成駒を動かさないのも余裕だよね」 

 「あの、ちょっと意味がわからないんだけ

ど」 

 「なんだい。君が指し初めをしたいと言った

のだろう。じゃあ始めようか」 

 

さて、あなたは注文通りに指して無茶振りに応

えることができるだろうか？ 

 

（条件） 

•２８手目の「１１と」で詰みにしたい 

•後手は、２７を避けて同じ駒を着手し続けた

い 

•先後それぞれ、唯一の成は駒を取らずに指し

たい 

•先手は、歩の手は初手だけ、成駒の手はなし

にしたい 
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■ 2015 年 11 月 20 日：課題発表：（協力詰） 

   龍または攻方王が活躍する作品 

■ 2016 年 01 月 15 日：投稿締切 

■ 2016 年 01 月 20 日：出題 

□ 2016 年 02 月 15 日：解答締切 

□ 2016 年 02 月 20 日：結果発表 

■ 出題 

今回は、たくぼん氏から７手詰３題と、七

郎氏から 63 手詰１題。私もお粗末ながら７手

詰を１題作ってみました。手数のバランスは良

くないのですが、内容は楽しめると思います。

02 は受方持駒制限にご注意を。また、03 と 04

は「姉妹作」とのこと。 

多数のご解答をお待ちしています。 

 

（解答先） 

→酒井博久（sakai8kyuu@hotmail.com） 

――――――――――――――――――――― 

■ 46-01 神無八級 協力詰７手 

  

■ 46-02 たくぼん 協力詰７手

 

 

■ 46-03 たくぼん 協力詰７手 

  

 

■ 46-04 たくぼん 協力詰７手 

  

 

■ 46-05 神無七郎 協力詰 63 手 
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 約１年ぶりに復活の強欲な世界の今回はパー

ト４になります。昨年２月３月と強欲な世界パ

ート２，３で１０作発表しましたが、それ以降

暇をみては創っていましたが、ＷＦＰ作品展に

投稿できるレベルの作品がなかなか出来ず。私

のフォルダは増える一方でした。そんな作品群

に日の目を当てるにはやはりこの場しかないと

いうことで開催します。解答は、最終手だけで

も可。Kif ファイル添付でも可ですが、感想は

出来るだけお願いします。  

 出題順はいつもの通りｆｍの局面解析数の少

ない順です。必ずしも難易度と同じではないか

もしれません。  

 

（解答先）  

→たくぼん（takuji@dokidoki.ne.jp） 

---------------------------------------- 

１番 強欲協力詰 ７５手  

  

 

２番 強欲協力詰 ７７手 

  

 

３番 強欲協力詰 ８５手 

  

 

 

４番 強欲協力詰 ７３手 

  

 

５番 強欲協力詰 ８１手 
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解答者は、５名でした。手数は長いのですが

繰り返し手順となりますので実質中短編といえ

るでしょう。新しい方の解答を得られずちょっ

と残念です。 

作者のやよいさんは本家くるくる展示室で

活躍中で、今回新たにフェアリーに挑戦して頂

きましたが、作品もくるくるでありながらしっ

かり創られており完成度の高さはさすがと唸っ

た次第。解答者の皆さんも満足されたようです。

今後もよろしくお願いします。 

 

今回のテーマ持駒が邪魔駒はなかなか面白

いテーマであり、分かりやすい機構が構築でき

るという点でもっと発表作があってもいいと思

うのです。過去の作品を１つ紹介します。 

  

詰将棋パラダイス 1982 年 11 月 

 筒見香平作 ばか自殺詰 1118 手 

 

 

序は、25 飛や邪魔な２つの金、88 歩を消去し

た後は、25 金-34 金-23 金-13 金･･･19 金･･･69

金-88 玉、89 歩！同玉-79 金-88 金-98 金-99

金･･･29 金･･･といった金追い+89 歩（60 手サイ

クル）で歩を消去して最後 23 金、同馬迄で収束

します。 

序（38 手）+88 歩取得（58 手）+（金追い+89

歩サイクル 60 手）×17 +収束 2 手といった構

造となっています。くるくる９のやよい作が銀

追いでしたが金追いの作品は今から 34 年前に

すでに発表されていたんですね。この手の作品

に手をつける人が少なくほとんど進化していな

いという事実がはっきりしました。 

------------------------------------------ 

  

 

「43 角  34 飛  同角成  15 玉  24 馬  16 玉  15

馬  同玉  35 飛  25 角  同飛  16 玉  15 飛  同玉  

16 歩  同玉」×18 

43 角  同飛  まで  290 手  

 

詰上図  

  

 

作者  

 角打飛合～飛打角合の１６手サイクル。サイ

クル手数はもう少し延ばせそうな気がする

のですがうまく作図できず、取りあえずこ

の図で投稿させていただきます。  

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

金

金

桂

飛

香

香

香

香

金

角

玉

桂

歩15　

玉

馬

桂

歩

桂

金銀

銀

飛

銀

銀

歩

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金

香

角

金

香

香

銀

桂

桂

銀

銀

香

桂

金

玉

桂

金

銀

角歩18　

玉

飛
持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

金

香

角

香

香

銀

桂

桂

銀

銀

香

桂

金

玉

桂

金

銀

なし

玉

金飛



 19 

★パッと見分かりにくいですが初形で後手の持

駒は飛のみです。どうやって歩を消去するか？

持駒金 18 枚でもあれば、「15 金、同玉、16

歩、同玉」×18 なんて出来るのですが後手飛

１枚のみ。43 角、34 飛以外はすぐに手が詰ま

るので手を進めてみると、飛を取って 24 馬～

15 馬と馬を捨てて 16 歩、同玉と歩を消去する

ことが出来ました。しかしその場面で持駒が飛

ではにっちもさっちもいきません。持駒が角な

ら初形から歩が１枚減った局面になりますね。

ということで 35 飛-25 角 -同飛 -16 玉 -15 飛 -同

玉という持駒を飛から角に換える持駒変換が必

要と分かります。16 手１サイクルで 18 枚の歩

を消去して 43 角-同飛までとすっきりと分かり

やすい組立でした。  

 

 

橋本孝治  

 角合ができれば 10 手サイクル。飛合しかで

きないので、飛から角への持駒変換が入っ

て 16 手サイクルに。玉の可動域を２ヶ所に

限定するという条件下で、１サイクルをど

こまで伸ばせるかというのは興味がありま

す。  

 

★可動域２ヶ所でどれだけ１サイクルの手数を

伸ばせるかを考えると配置駒を動かすか、

持駒変換？はたまたそれ以外？どなたか挑

戦してみて下さい。  

 

占魚亭  

 同飛と取らせるまでの長い道のり。角→飛→

角の変換が入る巧い作りです。  

井上順一  

 飛角の持駒変換がうまくできている。攻方の

初手と最終手が同じというのもいい。  

 

★究極の様式美と言えるでしょう。  

 

変寝夢  

 これは美しい。楽しめました  

 

★私の第一感も「美しい」でした。  

 

一乗谷酔象  

 短評なし  

 

 

38 銀  58 玉  49 銀  67 玉  58 銀  56 玉  67 銀  

45 玉  56 銀  34 玉  45 銀  25 玉  34 銀  16 玉  

「25 銀  27 玉  16 銀  38 玉  27 銀  49 玉  38 銀  

58 玉  49 銀  67 玉  58 銀  56 玉  67 銀  45 玉  

56 銀  34 玉  45 銀  25 玉  34 銀  15 玉  16 歩   

同玉」×18 

25 銀  27 玉  16 銀  38 玉  27 銀  49 玉  38 銀  

58 玉  49 銀  67 玉  58 銀  56 玉  67 銀  同龍   

まで  424 手  

 

詰上図  
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作者  

 銀の周回送り。あんまりと言えばあんまりな

手順ですが、くるくるということで…。  

 

★パッと見ごちゃごちゃしているように見えま

すが後手玉の動けるルートは分かりやすいので

す。銀を使って追いかけていくとぐるっと１周

することが出来ます。歩を使えるところは 16

歩です。初形で 16 桂配置なのでこの桂消去で

１サイクル増えて１９周。くるくる８の合駒物

より易しく分かりやすい作品です。  

 

橋本孝治  

 くるくる回ること 19 回。歩の捨て場所を 16

に統一している所が前局と共通ですね。金

追い等で玉を左右に追う間に歩を捨てるパ

ターンは昔からありますが、回転追い×持駒

消去というのは珍しい気がします。  

 

★ 金で追うのは先述した作品が代表例です。

確かに回転追い型は余り見たこと無いと感

じます。  

 

占魚亭  

 銀追いのサイクルでここまで手数が延ばせる

とは。凄い。  

井上順一  

 周回コースでの銀追い。16 桂を置いて１サ

イクル多く回転させている。この条件だと

盤面に歩を置けないのでコース作りが難し

そう。  

★確かに歩 18 枚が使えないとすると舞台作り

が作者の力の見せ所になりでしょうね。  

 

変寝夢  

 勘違いをしていて解けませんでした。斜めで

の密室タイプは初めて見ました。可能性を

感じました。  

一乗谷酔象  

 38～49～58～67 が２０回！一方向回転で１

９回半は回転数記録でしょうか？  

 

★ 調べてはいませんが協力系でこれ以上回転

させるのは難しいでしょうねえ。  

 

 

 

 

【総評】  

 

一乗谷酔象  

さくっと解けましたので（くるくるなので

解答でなく）回答いたします。  

 

★ 座布団１枚です。  

 

引き続き作品募集  

 

・ばか自殺詰  

・持駒：歩 18 を含む  

・通常盤  

・解答で、どこかで「・・・」×17（18）と

書くことが出来る  

・通常駒数（後手持駒制限可・・・通常駒数以

下 OK）  

 

*1 歩消去サイクルが出来るだけ長手数になる

よう期待しています。  

 

送り先：WFP 編集部まで  

 

 

  

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjIjfSFoOfJAhXiXaYKHbjhAGUQjRwIBw&url=https://free-art.jp/albums/Details/17374/output/full.html&psig=AFQjCNEHH7J072lFtOIxONFGTJuWjR9j2w&ust=1450591335226067
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 恒例のちょっと早い 2016 年年賀詰作品展、

お屠蘇を飲みながら楽しく解いて頂けたでしょ

うか・・・。解答者は５名でした。ありがとう

ございました。今年もよろしくお願いします。  

 

解答者（敬称略）  

 橋本孝治、占魚亭、一乗谷酔象、井上順一、

変寝夢  

------------------------------------------------------------  

 

第 1 番 神無七郎作 強欲詰 29 手  

 

 

 

84 と  同玉  73 銀  同玉  64 と  同玉   

53 銀  同玉  44 と  同玉  33 銀  同玉   

24 と  同玉  16 桂  33 玉  34 歩  同玉  

25 金  同玉  29 香  16 玉  26 金  17 玉   

27 金  18 玉  28 金  19 玉  18 金打  迄  29 手  

 

 

 

 

 

詰上図  

  

 

作者コメント  

 強欲詰では桂を拠点とした裸玉が容易に作れ

るので、逆算で象形にしました。香の遠打

から金ずらしの収束は、普通詰将棋の年賀

詰の収束と合わせたものです。（創作したの

は、この強欲詰の方が後。）  

 

作者の普通詰将棋の年賀詰はこちら。  

初形「サル」私の次の作品と字づらが被ってま

す（笑）が内容はこの初形からはまさかという

ような趣向が飛び出します。是非並べてみてく

ださい。  

 

 

 

 

★ 途中桂を打つ紛れはありますが、持駒に金

がなければなかなか捕まりませんし、端に

追い込まないと捕まりません。とりあえず

銀を捨てて金を取りながら 24 まで運べば

裸玉となります。協力詰ならまだしもかし
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こで詰むのかな？と思いますが、16 桂が絶

妙です、どこへ逃げようと 25 へ呼んでこ

れるので捕まっています。しかしそれも 29

香という手があるからでこれに気付かない

と難しいかもしれません。29 香は 16 桂と

いう取らせ駒があるから成立するわけで、

端に追い込むことが出来るのです。強欲詰

もいろいろつついてみると面白い順が埋も

れているルールでこれから注目のルールだ

と思います。  

 

占魚亭  

 裸玉になって不安になりましたが、強欲ルー

ルがあるので駒を取らせて玉を引き戻し、

ひと安心。  

一乗谷酔象  

 狭い端に追い込むための 16 桂が打ちづらい  

井上順一  

 金３枚を入手できるとはいえ、一時的に無仕

掛にするのは、このルールではやりにく

い。玉に取らせるために端から桂を打つの

が強欲らしい手。初形１で詰上がりが０？  

 

★ さすがに０は無理がある（笑）  

 

変寝夢  

 真下の絵がヒントだったとは。３３玉と逃げ

て１歩使わせるところが好み  

 

★ たしかにお日様（初日の出）っぽい詰上が

り。  

 

第２番 たくぼん作 強欲協力詰 47 手  

 

  

 

52 香成  同と  同龍  同玉  62 金  同玉   

72 香成  同と  同香成  同玉 82 香成  同玉   

83 歩  同玉  84 歩  同玉  85 歩  同玉   

86 歩  同玉  87 歩  同玉  78 金  同玉   

67 銀打  同金  同銀  同玉  66 金  同玉  

57 銀  55 玉  46 銀左  56 玉  57 銀  47 玉   

48 銀右  58 玉  59 銀  57 玉  68 金  47 玉   

58 銀  48 玉  49 歩  59 玉  69 金  まで  47 手  

 

詰上図  

  

 

★「サ」の字が少々形が悪いのでイマイチです

が、創るのは結構苦労しています。序は、紛れ

がありませんのでさくさく進むと思いますが、

25 手目から少々紛れて 29 手目 66 金が打ち難

い一手で同玉とあっさり取るのが難しかったか

もしれません。この位置の小駒での詰上がりで

すので最小 4 枚で準煙で、形は富士山っぽい

かなと思ってました。七郎さんの年賀状の絵に

も似てますね。  

 

橋本孝治  

 24 手目までは一瞬。そこからが少し骨が折

れました。詰上りは水平線から少しだけ頭

を出した太陽……初日の出ですね。煙詰の

予想は外れましたが、目出度い縁起物で

す。  

 

★ 日の出にも見えますね  

 

占魚亭  

 一気呵成の捌き。終盤の銀繰りが一寸した考

え所でしょうか。詰上りは小富士？  

 

★ 感じ方は一緒でしたね。  
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一乗谷酔象  

 絶対手が続く中、細い攻めがきれそうなとこ

ろ 66 金があった。二枚銀を連結させる手筋。  

井上順一  

 78 金までは絶対なのだが、そこからが難し

かった。三が日かせめて松の内に解答を送

りたかったのですが。  

変寝夢  

 ２９手目６６金が見えず（正確にはその後の

同玉）撃沈。詰め上がりは１と同様、日の

出でしょうか。来年は「トリ」でしょう

か？  

 

★皆さん 66 金に苦労されたようですね。強欲

協力詰ではなかなか難手は入れにくいんで

すがなかなかの１手だったようです。  

 

【総評】  

 

一乗谷酔象  

 強欲系の作品は必然手が多いけど分岐点では

攻めを繋ぐためはっとする急所の一手があ

りますね。1 番の 16 桂、2 番の 66 金、解図

日記１の 38 銀  

 

井上順一  

 本年もよろしくお願いします。  

 

★ こちらこそよろしくお願いします。  

 

 

 

 

 

100 号の企画  

 

100 号の企画について現在頭にあるのが、１

人１作作品展というもの。作品展ではあります

が、400 人一局集みたいに一人１ページ（もし

くは数ページ）お渡しして、プロフィール+新

作１作を必須事項として残りのスペースはフェ

アリーについて好きなことを書いて頂くという

もの。解答期間は作品内容によって執筆者に決

めて頂き、結果稿もお願いしてはどうかと思い

ます。  

過去に活躍されたフェアリストの皆さんで

最近名前を見かけない方の復活も期待している

のですがどうでしょうか？  

 原稿用紙（word）もダウンロード出来るよ

うにしたいと思います。  

 

 実際詳細は変わるかもしれませんが、この形

での企画は実施と思います。これに関して、ま

たこれ以外の企画についてご意見やご要望があ

りましたら編集部までメールにてお願いしま

す。  

 とにかく参加者が多くないと盛り上がらない

企画ですので多くの参加の希望します。作品の

準備もよろしくお願いします。  

 
ご意見送り先：  

WFP 編集部 (takuji@dokidoki.ne.jp)  

 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwioqpyzqOfJAhUkGqYKHY1RDqoQjRwIBw&url=http://matome.naver.jp/odai/2144418691770123601&psig=AFQjCNHiNKRdPDLOcx_zERQOvktPQmlUEw&ust=1450593599339445
http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjF0dX-r7XKAhWl2qYKHV6UA34QjRwIBw&url=http://www.flickriver.com/photos/gekkou_jyoou2/tags/%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88/&psig=AFQjCNE0-GjWuMOrpUYJHD5009i7FvuyMg&ust=1453275657283823
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天津包子作 協力詰 ９手 

  

  

*6 手目逃げ方が 2 つあり 2 解となる。 

 

加賀孝志作「タワー」Ｑ協力詰 11 手 

  

Ｑ：チェスのクイーン（飛+角） 

 

加賀孝志作「奴凧」Ｑ協力詰 ９手 

  

変寝夢作 16 リーパー打歩協力詰 ２３手 

  

16 リーパー：縦 1 横 6 または縦 6 横 1 の動き。

18ＬＰは 22.77.79 へ動ける。 

 

占魚亭作 Ｑ協力詰 ７手 

  

Ｑ：チェスのクイーン（飛+角） 

 

小林看空作 ゼブラ王打歩協力詰 ９手 

  

ゼブラ：縦 3 横 2 または縦 2 横 3 の動き 
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雲虚空作 ばか詰 ７手 

  

 

高坂研作 覆面１手詰 

  

図の平仮名に駒種を対応させ、 更に向き付けを

して、 先手が後手を 1 手詰にできる局面を構

成せよ 

 

たくぼんの解図日記 

たくぼん作 強欲協力詰 ７５手 

  

79 龍 98 玉 88 龍 同玉 87 金 78 玉  

77 金 同玉 67 金 同玉 68 香 同龍  

同歩 58 玉 59 飛 同玉 47 歩 37 全  

48 角 68 玉 57 角 同玉 48 と 同玉  

38 と 同玉 28 と 47 玉 37 と 同玉 

36 と 27 玉 38 銀 36 玉 47 銀 26 玉  

25 と 同玉 36 銀 14 玉 25 銀 13 玉  

14 銀 24 玉 13 銀生 23 玉 12 銀生 22 玉  

11 銀生 同玉 12 歩 同玉 21 銀 同玉  

31 桂成 同玉 42 と 同玉 52 と 同玉 

62 と 同玉 72 銀成 63 玉 73 全 同玉  

83 と 同玉 82 金 93 玉 92 金 同玉  

93 歩 91 玉 92 金 まで 75 手 

 

詰上図 

  

 

橋本孝治 

 33手目 38銀が中途半端に見えて打ちにくい。

収束も 91 銀を動かす紛れに嵌り少し考えさ

せられましたが、「１」の詰上りに納得。年賀

詰にふさわしい作品だと思います。 

 

一乗谷酔象 

 流れるように手が繋がった。収束が切れそう

で切れない。 

 

占魚亭 

 38 銀からの捌きがとてもいいですね。実は収

束でちょっと詰まりました（笑） 

 

★33 手目 38 銀から 47 銀の筋が見え難かったよ

うです。そこと収束以外は流れるように進みま

す。 

--------------------------------------- 

★手順は非公開作品もありますので省略 
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推理将棋第９６回出題解説   

担当：NAO 

出題：   平成 27 年 11 月 24 日  

解答締切：  平成 27 年 12.月 20 日  

 

今回は余詰２題と修正ミスの連発、たいへん失

礼いたしました。粗検を深くお詫びいたしま

す。にもかかわらず、２３名もの解答をいただ

き感謝、感謝です。  

------------------------------------------  

９６ -１ 初級 渡辺秀行  作   

金引の謎 ９手  

 

「謎だなぁ、この 41 金引という棋譜は。たっ

た９手で詰んだというのに」  

 「２手目と３手目は同じ筋に指したんだね」  

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？  

 

（条件）  

•９手で詰んだ  

•４１金引という棋譜表記があった  

•２手目と３手目は同じ筋に着手した  

------------------------------------------  

出題のことば（担当 ＮＡＯ）  

 "金引"と棋譜表記するために必要な手を推理

しよう。  

追加ヒント  

 ６手目は５１に金を寄る手。  

------------------------------------------  

推理将棋９６ -１ 解答  

 

▲７六歩 △４二金 ▲４四角 △５二玉  

▲５三角不成△５一金 ▲７一角成△４一金引  

▲５三銀   まで９手。  

 

(条件 ) 

・４１金引（８手目△41 金引）  

・２手目と３手目は同じ筋（△42 金  ▲44

角）  

 

 

 

 

 

 

 

詰上がり図  

  

 

簡素な９手詰２条件の短編です。棋譜表記で"

金引"とするためにどうすればいいか、推理す

れば後手の着手が自然にわかります。  

•棋譜上『41 金引』と指すには、42 金の他

に、31 金か 51 金が居て"金寄"の余地があるこ

とが必要。これだけで９手詰手順の後手着手４

手がほぼ決定する：  

 １）  後手の左金 (41)は、42 金～41 金引と動

く (２手 ) 

２）  玉が 52 か 62 に動いて 51 を空け、右金

(61)が 51 金と寄る (２手 ) 

よって、後手の２手目の候補は△42 金、△52

玉、△62 玉のいずれかに絞られる。  

•最終形で後手は 41 と 51 に金が二枚並ぶ形で

あり、52 玉型が詰ましやすい。先手の攻めは

７手詰基本手順を応用して、52 玉型を 53 銀で

仕留める手順。後手は右金が 51 に寄った『52

玉 -41 金 -51 金』型であるので、先手は 52 玉

に触らず 61 の退路を塞ぎながら 53 角不成～

71 角成で銀を入手する。  

•先手５手目以降：▲53 角不成～▲71 角成～

▲53 銀。▲53 角不成に至る角の経路が２通

り：初手から▲76 歩～▲44 角～、または▲96

歩～▲97 角。  

よって、先手の３手目の候補は▲44 角か▲97

角に絞られる。  

•"２手目と３手目が同じ筋"の条件から、初手

より「▲76 歩  △42 金  ▲44 角  △52 玉  ▲53

角不成  △51 金  ▲71 角成」の局面に進み、"

金引"が可能となる。８手目以降「△41 金引  

▲53 銀」まで。  

 

それではみなさんの短評をどうぞ。  
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渡辺 (作者 ) 「後手の手、そして詰形がすぐに

分かるのでこれは簡単だったでしょう。後手が

41 金引と指すにはそれまでに 42 金と 31 また

は 51 へ金、そして 31 または 51 の駒を退ける

手が必要なので、それぞれ一手づつしかかけら

れない。とすると 31 は無理で後手の４手は 42

金、52(62)玉、51 金、となると玉は 52 に居た

方が詰形になりやすく 71 角成から 53 銀の想

像は容易でしょう」  

 

諏訪冬葉  「"41 金引"の成立に 4 手必要なの

で、埋められない 61 の処理を考えました」  

 

波多野賢太郎  「最初は、同じ筋は３筋かなと

思いました。"４一金引"という条件が手順前後

などを防いでうまいなあと思いました」  

 

金少桂  「41 金引が大ヒント。これで後手の手

が実質ほぼ全て明かされているのでとても解き

やすかったです」  

 

占魚亭  「41 金引の局面を想定して逆算で解き

ました」  

 

斧間徳子  「無駄手２手の限定法が巧み」  

 

飯山修  「後手の４手が必然なので理論的にこ

の手順に到達。面白い」  

 

■後手の△42 金～△42 金引は２手パスの無駄

手ですが、"引"と棋譜表記するにはどうすれば

いいのか、それだけで先手後手の他の指し手も

決まっていくところが巧みです。  

 

DD++ 「41 金引をどうやったら指せるかの方

が、そこから詰みをどうするかよりも時間がか

かりました。そりゃ玉がどかないとダメですよ

ね」  

 

隅の老人Ｂ  「金引と表示させるには、金を集

めるのが必要。解き終えて条件を再読。成る

程、成る程」  

 

S.Kimura 「後手の金の動き方が難しかったで

す」  

 

■"金引"表記には、「42 と 51 に金が居る形」

→「玉が動いて右金が寄る」の連想推理は難し

くないはずですが、漫然と駒を動かしいるとな

ぜか気づきにくい手順かもしれません。  

 

加賀孝志  「この詰上りは基本」  

 

NNN 「シンプルな条件の程よい問題ですね」  

 

はなさかしろう  「シンプルで解きやすい、一

服の清涼剤。目に沁みる一局でした」  

 

攻めダルマン  「シンプルでいい作品ですね」  

 

■簡素条件の短編は、いつ出題しても、いつ解

いてもいいものです。シンプル条件作のご投稿

をお待ちしてます。  

 

小木敏弘  「余詰みを消し、手順を限定するヒ

ント条件。３手目はやっぱり４４角」  

 

孔明  「とりあえず▽４二金～▽５一金の形を

作ったら３手目▲４四角が確定して、以下の手

順は簡単にわかりました」  

 

山下誠  「２手目を４筋と考えたら、すぐに詰

み形が浮かびました」  

 

■角の経路が２通り。初手と３手目の着手筋を

明かさないで、後手の２手目をも限定する二番

目の条件が巧いです。  

 

変寝夢  「脳内盤で約１分。角の成生限定がう

まく入っていますね。PC では完全検討で３８

分３２００万局面でした。３つめの条件で５０

数個の余詰を潰しているんですね」  

 

■条件設定はあってますでしょうか？"41 金引

"条件だけなら、先手は角経路の選択 (44 か 97)

かの２通り、後手は手順前後 (52 玉～51 金 , 42

金 )の３通りの組み合わせですので計６通り。

したがって、３つめの条件で潰した余詰め筋は

５通りです。  

 

小山邦明  「『76 歩、42 金、44 角、62 銀、53

角不成、41 金引、62 角不成、52 玉、53 銀ま

で 9 手詰』は 42 金を引いてはいるが表記には

ならない。あぶなく間違いそうになりました」  
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■類似解も７手詰＋１手＋２手－１手の手順。

送信前には、棋譜表記を十分に確認ください

ね。  

 

たくぼん  「これも金のスイッチバックという

のかな？」  

 

桝彰介  「５四歩が突いてある形の７手詰めと

似た詰め上がり。金の上下運動で後手が余計に

指した一手を、先手に５筋の歩を取らせて取り

戻す手順が上手いです」  

 

■７手詰手順では、▲53 角不成の代わりに△

54 歩が入りますね。42 金～41 金を仮に０手

とすると、"先手５手＋後手２手＝７手"で詰ん

だということ。  

 

Pontamon 「角の軌道と後手の手順前後をう

まく１つにまとめての２条件。最終手５３銀の

７手詰の筋は、成生の限定をしなくて良い反

面、表と裏の角道の限定が必要なことも。トド

メが５３銀の１１手１条件はあったけど９手１

条件は無理なのかなぁ…」  

 

■もともと７手詰の筋だけに限定は難しそうで

すね。ちなみに９手目 53 に銀を打って詰む手

順は１３万通り以上 (!)あり、９手詰全手順の

１／５に相当します。53 の銀打で詰む９手詰

１条件、できましたら是非ご投稿ください。  

 

------------------------------------------  

正解：２３名  

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん 小

木敏弘さん 斧間徳子さん 加賀孝志さん 金

少桂さん 孔明さん 小山邦明さん 隅の老人

Ｂさん 諏訪冬葉さん 攻めダルマンさん 占

魚亭さん たくぼんさん DD++さん テイエ

ムガンバさん 波多野賢太郎さん はなさかし

ろうさん 変寝夢さん Pontamon さん 桝彰

介さん 山下誠さん 渡辺さん  

------------------------------------------  

９６ -２ 中級 チャンプ  作  

美野樫９兄妹の一局 (その１０ ) １５手  

 

健一「九美があんなに強くなってたとは驚きだ

な」  

 六実「八重ちゃんが一番相手になってあげた

んだよね～」  

 八重「勝って当然ですわ」  

 

隆二「兄貴、今日はやけに静観だな、やらない

のかい？」  

 健一「ああ、なんか見てる方が面白くなって

きてな」  

 隆二「らしくないこともあるもんだな」  

 健一「お前こそ、まだ物足らない感じなんじ

ゃねぇのか？」  

 隆二「そうかもな、じゃ次は七海と二人で行

かせてもらおうか」  

 七海「え・・・わたくしとですか？」  

 九美「おぉー？二人でするのぉー？」  

 隆二「引き立て役二人で敵を蹴散らしてやろ

うぜ」  

 七海「予期せぬ事態に動揺を隠せませ

ん・・・」  

 

源三「なんや、珍しいペアで行きよったな」  

 六実「隆ちゃん頼りになるから大丈夫よ～」  

 四郎「ああ見えて七海も相当強いからね」  

 

隆二「こっちの先手だな、さぁ行くぜ七海」  

 七海「は、はい・・・」  

 

・・・対局開始・・・  

 

四郎「あ、終わったみたいだよ」  

 

隆二「角打ちまでの 15 手で仕上げてやった

ぜ」  

 隆二「俺と七海、二人で交互に指してやった

よ」  

 隆二「成る手は無かったが、同じ地点に６回

も着手があったな」  

 七海「・・・察するに 10 手目の△33 玉が問

題かと」  

 

圭五「二人ともすげぇー！息の合ったパス回し

に感動したぜー」  

 源三「ほぉ・・・やりよるなぁ・・・」  

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？  

 

（条件） ※差替え＋修正後  

•角打ちまでの１５手で詰んだ  

•先手は２筋と７筋の手を交互に指した（初手

は２筋か７筋のいずれか）  
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•成る手は無かった  

•１０手目は△３３玉  

•同一の地点に６回着手があった  

------------------------------------------  

出題のことば（担当 ＮＡＯ）  

 ２筋と７筋。離れた二つの筋の有効手を推理

しよう。  

追加ヒント  

 ８手目は同銀。15 手目は６回目の 22 地点着

手。  

------------------------------------------  

修正の経緯  

 １） 手違いにより検討過程のものを誤って

出題したため差替え。  

  (差替え前 )「先手後手ともに角打ちがあっ

た」  

  → (差替え後 )「同一の地点に６回着手があ

った」  

 ２） 差替え版に余詰めあるため  

 → (修正後 )「角打ちまでの (１５手で詰ん

だ )」を追加  

------------------------------------------  

推理将棋９６ -２ 解答  担当 ＮＡＯ  

 

▲７六歩 △３四歩 ▲２二角不成 △同 飛  

▲７七角 △４二玉 ▲２二角不成 △同 銀  

▲７二飛 △３三玉 ▲２二飛不成 △７二角  

▲同飛不成 △２四角 ▲２二角  

まで１５手。  

 

詰上がり図  

  

（条件）  

・角打ちまでの１５手 (15 手目▲22 角まで ) 

・先手は２筋と７筋の手を交互に指した  

（▲76 歩～▲22 角不成～▲77 角～▲22 角不

成～▲72 飛～▲22 飛不成～▲72 同飛不成～

▲22 角）  

・成る手は無かった (▲22 角不成～▲22 角不

成～▲22 飛不成～▲72 同飛不成 ) 

・１０手目は△３３玉  

・同一の地点に６回着手があった  

（３手目以降▲22 角不成  △22 同飛～▲22 角

不成  △22 同銀～▲22 飛不成～▲22 角）  

 

本作、美野樫兄妹シリーズの第１０問は隆二と

七海の兄妹二人で戦います。シリーズ初の二人

指しは、離れた筋を交互に指すので指し手が自

然に限定されて手数が長い割には易しかったか

と思います。  

 

同一地点６回着手をヒントに、２筋と７筋を交

互に指す手順を推理しましょう。  

1.同一地点６回着手は 22 地点に決め打ち。先

手角が後手陣に届く 22 地点が都合がよく他は

考えにくい。  

2.先手は２筋と７筋の着手を繰り返すだけ。15

手詰の先手着手は８回なので、初手２筋 (▲26

歩 )なら最終 15 手目は７筋。初手７筋 (▲76

歩 )なら 15 手目は２筋。 22 地点着手と噛み

合うのは後者の角を使う手順である：初手から

「▲76 歩  △34 歩  ▲22 角不成」  

3.以降、先手が２筋に指すのは 7，11，15 手

目。先手は 22 地点に最大４回指すことができ

る。一方、後手が 22 に指す機会は、先手が 22

に着手した後の駒取り。後手は 22 地点に最大

３回指すことができそうだが、15 手目に先手

の 22 角打ちの余地を残すため、後手は４か６

手目と８手目の２回だけ 22 地点に着手する。

よって、22 地点への着手は先手４回と後手２

回。  

4.10 手目 33 玉は角筋を制限（９手目の直後に

22 角と 77 角がいない）しているので、７手目

22→８手目 22→９手目７筋→10 手目 33 玉→

11 手目 22・・・と手が繋がることから、飛入

手～９手目 72 飛～11 手目 22 飛不成を連想で

きる。  

(3)(4)を手がかりに、４手目以降「△22 同飛  

▲77 角  △42 玉  ▲22 角不成  △22 同銀  ▲72

飛  △33 玉  ▲22 飛不成」  

5.以下は収束。15 手目 22 角打ちのため、先手

は 22 飛を移動させながら再度角を入手する。

後手は、持駒角２枚のうち１枚を 72 地点で先

持駒

９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １

一

二

三

四

五

六

七

八

九

歩

香

角

歩

飛

桂

歩

銀

歩

金

歩

玉

歩

金

飛

歩

銀

歩

桂

歩

香

銀　

香

歩

桂

歩

角

玉

歩

金

歩歩

金

歩

銀

歩

桂

歩

香

歩



 30 

手に渡し、もう１枚を 24 地点への退路を塞ぐ

ため、連続して角を打つ。  

12 手目以降「△72 角  ▲72 同飛不成  △24 角  

▲22 角」まで。  

 

前半の 22 地点での大駒の受け渡しと後半の飛

の往復運動が印象に残る軽い捌きの中編作品で

した。  

 

本作、出題当初、検討過程のものを誤って出題

したため差替えたところ、差替え版に余詰が生

じる失態の連続で、お恥ずかしい限りです。  

 

差替え前と差替え後 (修正前 )の余詰め手順は下

記の通りです。  

 

◇差替え前条件（余詰）  

•１５手で詰んだ  

•先手は２筋と７筋の手を交互に指した（初手

は２筋か７筋のいずれか）  

•成る手は無かった  

•先手後手ともに角打ちがあった  

•１０手目は△３３玉  

 

(差替え前の余詰 1、ご指摘は NNN さん ) 

▲78 飛   △34 歩   ▲26 歩 (28 銀 ) △77 角不成  

▲同飛  △42 玉   

▲28 銀 (26 歩 ) △14 歩  ▲78 銀 (78 金 ) △33

玉  ▲24 角  △同玉  

▲75 飛   △13 角   ▲25 飛まで  

(差替え前の余詰 2、ご指摘は Pontamon さん ) 

▲76 歩   △34 歩   ▲22 角不成   △同銀   ▲

75 歩  △42 玉  

▲26 歩   △44 歩   ▲76 角   △33 玉   ▲21 角

不成  △24 角   

▲74 歩   △42 金   ▲25 桂まで  

(差替え前の余詰 3、作者の検討 ) 

▲26 歩   △34 歩   ▲76 歩   △42 玉   ▲22 角

不成  △同銀  

▲75 歩   △14 角 (16,36) ▲25 歩   △33 玉   

▲76 角   △25 角  

▲同飛   △44 玉   ▲77 角まで  

 

◇差替え後条件（余詰）  

•１５手で詰んだ  

•先手は２筋と７筋の手を交互に指した（初手

は２筋か７筋のいずれか）  

•成る手は無かった  

•１０手目は△３３玉  

•同一の地点に６回着手があった  

 

(差替え後の余詰、ご指摘は、NNN さん、飯山

さん、渡辺さん、ティエムガンバさん ) 

▲76 歩   △34 歩   ▲22 角不成△同飛▲77 角   

△42 玉  

▲22 角不成△同銀▲72 飛   △33 玉   ▲22 飛

不成△24 角  

▲72 飛不成△44 角▲22 銀まで。12 手目と 14

手目は手順前後可。  

 

それではみなさんの短評をどうぞ。  

 

チャンプ (作者 ) ※コメント欄より引用  

 「今回の問題については担当切り替えの直前

で余詰め筋に気がついて修正したので、NAO

さんに上手く伝わってなかったようです。ちゃ

んと１から問題文を送り直すべきでした。お手

数をお掛けして申し訳ありません。とはいえ果

たして修正前の条件下で余詰め筋に気が付く方

がいるかどうか、実はそちらの方にも興味があ

ったりするので、結果オーライかもしれません

（笑）  

また、遅くなりましたが渡辺さんより「美野

樫」という苗字に何か意味があるのか？という

質問に回答をさせて頂きます。といっても特に

意味なんて無いんですが、作品化するにあたっ

て９兄妹の下の名前だけでは何となく味気無い

なと思い、ちょうど観ていたプロ野球で見逃し

三振の場面があって、ゴロが面白いから「美野

樫」にするか！みたいなノリで付けました。そ

れとこの作品の大会は冷静に考えるとおかしな

点がいくつかあります。一例として美野樫メン

バーは複数人数で一つの将棋を指しています。

大会なのにそれってどういうこと？そういった

疑問に対してや、もし余詰めがあった場合は見

逃して頂きたいなという思いも含まれています

（笑）幸いなことに後者につきましては、

DD++さんと NAO さんの検討力のおかげで今

まで奇跡的に余詰めが無い状態が続いているの

は有り難いことです。最後までこのまま行ける

か？作者的には１つの目標でもあります。今後

とも９兄妹をよろしくお願いします」  

 

■"今まで奇跡的に余詰めが無い状態が続いて"

いましたが、差替え後条件も余詰があり再修正

となりました。粗検申し訳ありません。余詰め
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を"見逃し"てもらう訳にはいけませんが、今後

の美野樫９兄妹の活躍をご期待願います。  

 

DD++ 「え、双方角打ちだと余詰むんですか

これ。△77 角▲同金から▲27 角か▲72 角と

打って▲78 金までで 44 玉を詰ませる、みたい

な順は引き継ぎ前にけっこう検討したつもりだ

ったんですが、アウトだったんでしょうか。何

にせよ、完全作にしてからの引き継ぎとはでき

なかったようで、すみません」  

 

■作者チャンプさんと前任の DD++さんのご両

名で検討されたので、安全と思いこんでしま

い、大変失礼しました。差替え前の"双方角打

ち"だと、後手の角打ちに少なくとも３通り：

13 角打 (～25 飛 )、24 角打 (～25 桂 )、14 角打

(～77 角 )の筋がありました。  

 

NNN(双方解 ) 「同じ場所に６回着手だとかな

り的が絞られますね。そういう意味では、修正

前のパターンの方が中級らしく感じました」  

 

■NNN さんには、差替え前後と修正後の３解

いただきました。余詰めのご指摘いただき感謝

いたします。差替え前の条件が本格推理らしか

ったんですけど、修正で解きやすくなりました

ね。謎解きの味を残して「先手後手ともに"２

回ずつ"角打ちがあった」の修正がよかったか

（余詰め有無は未検討ですけど）  

 

渡辺 (双方解 ) 「（差替え後について）最初は７

筋で止めと思っていましたが、そちらの方はき

っちりと防いでいるのは流石です」  

 

■差替え前は７筋で止めの余詰筋がありまし

た。同一地点６回着手だけではわずかに縛りが

足りません。  

 

Pontamon(双方解 ) 「出題の言葉で閃いた詰み

形だと、クリアできない条件があるか手数が足

りずに駄目。条件が修正されていたので解けま

したが、角打ち２回での余詰みは今のところわ

からず」  

 

■後日、差替え前および修正前の余詰解もいた

だき、３つの解答をいただきました。ありがと

うございます。  

 

はなさかしろう (双方解 ) 「第一感は 44 玉を詰

ます筋でしたが足らず、裏推理を援用しまし

た。序３手は素直ですが、その後も大駒を打っ

ては 22 に飛び込ませる面白い展開でした。修

正条件は最初の出題条件にあった▲25 飛まで

の余詰順も防いでおり、解答者の立場からはな

かなか興味深かったのですが…楽しんでいると

倍返しですね（汗）」  

 

■はなさかさんにも差替え前、修正前の余詰解

を合わせ３解をいただきました。こちらも２問

連続の再々修正で参りました (汗汗×２ ) 

 

飯山修 (双方解 ) 「24、44 を角で塞ぐ順を作意

にしたほうがカッコいいと思いましたが」  

 

斧間徳子 (余詰解 ) 「72 角～24 角の角の連打が

妙手順」  

 

■角２枚で退路封鎖し 22 銀で詰む差替え後修

正前の余詰順。確かにこちらの手順も面白い。  

 

小木敏弘  「２筋の歩を使わないのがにくい。

中段飛車に寄り道しました」  

 

■77 飛～75 飛や 26 歩～25 飛は元の余詰筋で

現れました。修正後はその順が届かないので寄

り道ですね。  

 

諏訪冬葉  「11 手まではすぐ浮かんだのに最後

の 4 手が見えず苦戦。そうか、飛車も銀もな

いから 22 角が成立するのか」  

 

 

■22 には後手駒の利きが残っている感触があ

ります。  

 

波多野賢太郎  「「"同一地点へ６回の着手"」と

いう条件が大きいので、比較的易しかったで

す。この場合、同一地点は２二しか考えられま

せんよね。"角打ち仕上げ"修正前は、２四と４

四に角を打って２二銀仕上げの 15 手を答えに

しようと思っていて、２二角仕上げの 15 手は

修正があって初めて気づきました」  

 

変寝夢「プラス条件、初手は７筋、６回着手の

場所は２２を追加して１０４５万局面１３分で

した。なぜ同一地点６回着手が最初伏せられて
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いたのか全然分かりません。７２飛～同飛まで

の５手が面白い」  

 

■同一地点６回着手を明かしていまうと味消し

ですね。最初伏せられていたのは、より推理を

楽しんでもらうため。それが仇となって６回未

満着手の余詰めが出てしまったんです。  

 

小山邦明  「先手の 2 筋の手を 26 歩とすると

相手陣に辿り着くのに手が足らないように思い

角打ちの繰り返し手順を考えたらうまくいきま

した」  

 

金少桂  「繰り返し趣向の風味のある手順が楽

しかったです」  

 

孔明  「詰みに邪魔な銀を取る手が盲点になっ

ていましたが、飛車を行き来していたら解けま

した」  

 

山下誠  「７二飛からの飛車の往復運動が気付

きにくい妙手順でした」  

 

たくぼん  「22 飛生からの順が見え難い順。プ

ルーフゲームのような感覚」  

 

占魚亭  「飛車のスイッチバックに思い至るま

で少々時間が。この詰み形は盲点でした」  

 

■９手目に 72 飛を打ち、22 地点との間を一往

復半する手順。最初の飛打と後手の 72 角打が

発見しづらい手でした。  

 

攻めダルマン  「１５手は解く気があまりしな

かったのですが面白い条件につられました。手

順も最高ですね」  

 

隅の老人Ｂ  「大駒の華々しい攻防戦。先手の

手が限られていて、楽しく解ける」  

 

S.Kimura 「飛車の打ち場所に悩みました」  

 

加賀孝志  「上手い限定打、攻防が楽しめる」  

 

■先手の 77 角～72 飛～22 角とそれに呼応し

た後手の 72 角～24 角。５回の大駒打ちと飛の

往復による攻防が楽しめました。  

------------------------------------------  

正解：２２名  

（双方解：飯山修さん、NNN さん、はなさか

しろうさん、Pontamon さん、渡辺さん）  

 

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん 小

木敏弘さん 斧間徳子さん 加賀孝志さん 金

少桂さん 孔明さん 小山邦明さん 隅の老人

Ｂさん 諏訪冬葉さん 攻めダルマンさん 占

魚亭さん たくぼんさん DD++さん テイエ

ムガンバさん 波多野賢太郎さん はなさかし

ろうさん 変寝夢さん Pontamon さん 山下

誠さん 渡辺さん  

------------------------------------------  

９６ -３ 上級 はなさかしろう作  

一番街の駒取り祭 １５手  

 

「どうだった？ 最近町が静かすぎるから、リ

アル将棋祭を企画したんだけど」  

 「うん、面白かったよ。15 手で詰んだみたい

だけど、その間に直前の手で成った駒が２

回と生駒が３回も取られたからね。しかも

駒取りはすべて、目の前の１筋で起きたか

らラッキーだった。駒を取らない１筋の手

はたったの１手だけだったよ」  

 「そりゃなんたって駒取りが華だから、特別

観覧席のある一番街でやる決まりなのさ」  

 「なるほどそういうことか。実は、なにしろ

盤が大きいから、局面がどうなっているの

かまではよくわからなかったんだ。先手が

歩の手を１回だけ指したのと、その手に対

して後手が三段目の手で応じたのが、ちょ

っと変わってるなぁとは思ったんだけど」  

 「やっぱり見づらいかぁ。大型スクリーンと

かドローンとか、工夫がいるかなぁ」  

 

さて、どんな将棋だったのだろうか？  

 

（条件）  

•１５手で詰んだ  

•駒取りは１筋のみで、直前の手で成った駒が

２回、生駒※が３回取られた  

•駒を取らない１筋の手が１手だけあった  

•先手唯一の歩の手に対して後手は三段目の手

で応じた  

 

※生駒というのは成駒ではない駒のことです。  

------------------------------------------  

出題のことば（担当 ＮＡＯ）  
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 １筋の駒取りが５回。効率のよい取り方を推

理しよう。  

追加ヒント  

 駒成りは６手目△17 角成と 13 手目▲11 香

成。両王手で詰み。  

------------------------------------------  

修正の経緯  

（修正１） 条件「駒を取らない１筋の手が１

手だけあった」を追加  

（修正２） "成駒"→"直前の手で成った駒"に

変更  

------------------------------------------  

推理将棋９６ -３ 解答  担当 ＮＡＯ  

 

▲９八香 △３四歩 ▲９九角 △４四角  

▲８八飛 △１七角成 ▲同 香 △４二玉  

▲７六歩 △３三玉 ▲１三香不成△２二玉  

▲１一香成 △同 玉 ▲１八飛  

まで１５手。  

 

詰上がり図  

  

（条件）  

・駒取りは１筋のみで、直前の手で成った駒が

２回 (△17 角成  ▲同香、▲11 香成  △同

玉 )、生駒が３回 (△17 角成、▲13 香不成、

▲11 香成 )取られた  

 ・駒を取らない１筋の手が１手だけあった (15

手目▲18 飛 ) 

・先手唯一の歩の手に対して後手は三段目の手

で応じた (9 手目から▲76 歩  △33 玉 ) 

 

駒取りを１筋のみで行う一番街の駒取り祭。１

筋条件に隠された詰みは 11 玉を自陣からの

両王手で仕留めるという壮大な構想の作品

です。難解さも今年の一番で間違いないで

しょう。  

 

◆与えられた条件から詰形を想定するのは困難

ですので、"１筋の駒取り"と"先手唯一の歩

の手"を手掛かりに解図していきます。１筋

を破るのに早い駒は、やはり角。使うのは

先手、後手どちらの角でしょうか？推理し

ていきましょう。  

•後手角で１筋を破る手順が正解  

△34 歩～△44 角～△17 角成と進めれば６手

目に 17 に届く。以下、▲17 同香～▲13 香

と進める。ところが、"唯一の先手の歩の手

に対して後手３段目の手で応じる"ことが必

要であるので、６手目△17 角成に至るま

で、初手～５手目に先手は自陣内に３手も

着手することになる。自陣内で攻めに有効

な手段はあるのか？これが本作品の最大の

謎であり解図の鍵になる。  

•１１玉への両王手を目指す  

１筋の駒取りは、△17 角成  ▲17 同香～▲13

香不成～▲11 香成  △同Ｘと進めれば"直前

に成った駒"２回と"生駒"３回を満たす。後

手は△34 歩～△44 角～△17 角成の後、残

り４手を玉移動に使えば▲11 香成を"△同玉

"と取ることができ、両王手の筋に入る。  

 先手は自陣内で▲98 香～▲99 角～▲88 飛と

両王手の準備を行う。初手から「▲98 香  △

34 歩  ▲99 角  △44 角  ▲88 飛  △17 角成」  

 先手の歩の手に対しては後手は三段目の玉の

手で応じる。７手目から「▲同香   △42 玉  

▲76 歩  △33 玉」  

 以下、「▲13 香不成  △22 玉  ▲11 香成  △同

玉  ▲18 飛」まで両王手の詰み。  

•先手角で１筋を破る手順は？  

▲78 銀～▲79 角～▲56 歩～▲13 角成と進め

れば７手目に 13 に届く。以下、△13 同香～

△17 香成～▲同Ｘと進めることができる。  

有力なのは１筋に飛を寄って、玉が１筋に近づ

く手順「▲78 銀  △34 歩  ▲79 角  △42 玉  

▲56 歩  △33 玉  ▲13 角成  △同香  ▲18 飛  

△17 香成  ▲同飛」  

ここまで、駒を取らない１筋の手が１手 (▲18

飛 )あり、先手唯一の歩の手▲56 歩に対して

後手は三段目の手△33 玉と応じている。  

ところが、１筋の駒取りは直前に成った駒を取

る手２回、生駒を取る手が２回だけで１筋

の後手駒が残っておらず失敗。  

持駒
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二

三
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また「▲78 銀  △34 歩  ▲79 角  △42 玉  ▲56

歩  △33 角  ▲13 角成  △同香  ▲XXXX  

 △18 角  ▲同飛  △17 香成  ▲同飛  △32 玉」

も一手届かない。  

 

本作、11 の玉を自陣からの両王手で仕留める

壮大な構想の難解中編で、作者会心の一局

のはずでしたが、出題時に余詰めがあり２

回の修正が入りました。  

 

(修正前の余詰、ご指摘は DD++さん) 

▲78 銀   △14 歩   ▲56 歩   △13 角   ▲79 角   

△42 玉  

▲13 角成△32 玉   ▲14 馬   △同香   ▲18 飛   

△17 香成  

▲同飛   △22 玉   ▲12 飛不成  まで。  

"駒を取らない１筋の手"が４回 (△14 歩、△13

角、▲18 飛、▲12 飛 ) 

 

(修正 1 後の余詰 1、ご指摘は DD++さん ) 

▲38 飛   △34 歩   ▲28 飛   △44 角   ▲18 飛   

△17 角成  

▲同飛   △42 玉   ▲13 飛成△32 玉   ▲76 歩   

△13 香  

▲同香成△42 銀   ▲22 角成  まで。  

(修正 1 後の余詰 2、ご指摘は孔明さん ) 

▲18 飛   △34 歩   ▲XXXX  △44 角   ▲

XXXX  △17 角成  

▲同飛   △42 玉   ▲13 飛成△32 玉   ▲76 歩   

△13 桂  

▲11 角成△42 飛   ▲21 角  まで。  

"直前に成った駒"を３手後で取る手順 (▲13 飛

成～△13 香 /桂 ) 

 

それではみなさんの短評をどうぞ。  

 

はなさかしろう (作者 ) 「改めまして、余詰と

修正ミスをお詫びします。たいへんおこが

ましいのですが、実は本作は高坂研さんの

通称『０番』へのオマージュです。そこ

で、いただいたご指摘を活かすべく、遅ま

きながら検討をやり直しました。  

 制作時の検討では、後手の１三への着手で三

段目条件を満たす順がなぜかすっぽり抜け

ていたようです。従って、応急措置では元

出題の「三段目の手」を「３三への手」に

修正すべきでした。しかし、そもそもの原

因は、制作時の余詰対策の際に「玉」隠し

にこだわり、1 筋条件を強化する方向を選ん

でしまったことにあります。修正案は以下

の通りです。  

--------------------------------------  

・１５手で詰んだ  

 ・１筋で成駒２枚と生駒３枚が取られた  

 ・７六歩に対して３三玉で応じた  

--------------------------------------  

論理上のミニマムよりも記述を簡素にすること

を優先し、紛れも少ない方を選びました。

解図の糸口が増えたので、裏推理を使えば

難易度も中級まで下がっているかもしれま

せん。  

みなさまにはもとより、素材に対しても申し訳

ないことでしたが、取り組んでいただき、

ご指摘も寄せていただきましてありがとう

ございました」  

 

■作者の思い入れがある作品だけに、完全作で

発表したかった。力至らず申し訳ありませ

んでした。『７六歩に対して３三玉で応じ

た』この条件だけで縛れれば素晴らしい。

78 銀～79 角の筋はぎりぎり詰まないです

ね。  

 

斧間徳子  「出だしは 78 銀、34 歩、56 歩、33

角、79 角、12 飛と決め打ちしたため時間を

浪費。この手順以外に、先手が歩を突くま

でに有効かつ手順前後の効かない順はない

かと考えたらアッサリ解けました。スケー

ルの大きな作品だけに余詰・修正が残念」  

 

DD++ 「なるほど、最大規模の両王手でした

か。解けてから見れば『盤が大きいから』

とか、狙いを匂わせるヒントがちらほら…

…」  

 

加賀孝志  「この両王手は秀逸旨い」  

 

たくぼん  「先手の歩の手が１手というのが大

きなヒント。実に壮大な構想でした」  

 

■最大規模の両王手。なかなか思い浮かばない

詰み形の構想手順です。  

 

渡辺  「雪隠両王手詰最短手順でしょうか。こ

れは超難問。この条件付け (最初はさらに少

なかった )で余詰なしと読み切る論理が浮び



 35 

ません。考えあぐねている途中でたまたま

発見したものの、条件を元にどうやって手

順を絞り込んだらいいのか見当も付きませ

ん。『歩を突かず、手順前後の発生しない、

後に１筋に効く事前工作』と考えれば先手

の最初の３手は浮びますが、こういう考え

は検討には使えません」  

 

■中編の構想作、かつ、意図的に狙いを隠す条

件付けとなると、作意を見つけることも余

詰めを見つけることも難しいですね。ロジ

カルな検討手法があればいいんですけど。  

 

孔明  「ヒントの１一香成と両王手のおかげで

詰み形がわかりようやく解けました。ただ

６手目▽１七角成のヒントは混乱を招きま

した (笑 ) 

ヒント前には▲７八銀～▲７九角も考えていた

んですが▲９八香～▲９九角は盲点でし

た」  

 

飯山修  「１回しか歩が使えないのは物凄いス

トレス。３回手待ちの代表手順が作意でし

たか。79 角の順から抜け出せませんでした

が直前ヒントが甘めで助かりました」  

 

■"両王手"を明示しないと難しく、正解者数も

減ったことでしょうね。別案ヒントで"５手

目 88 飛"もあったかもしれません。  

 

Pontamon 「ヒント待ちを決め込んでいたの

に、ヒントが出てもヒントの条件をクリア

している後手の三段目着手がない両王手の

手順『▲98 香、△34 歩、▲99 角、△44

角、▲88 飛、△17 角成、▲同香、△42

玉、▲13 香不成、△32 玉、▲76 歩、△22

玉、▲11 香成、△同玉、▲18 飛』から伸展

せず。総評とギブアップの短評を書いてい

て、△33 玉にようやく気付きました。（お恥

ずかしい）  

▲76 歩と▲13 香不成の手順前後がある詰み手

順なのは気付いていたのに、解図途中で紛

れ筋を読んだときに『６手目△33 玉はな

い』と結論していたのが尾を引いて、△33

玉はないと思い込んでました。別の両王手

で詰む紛れ手順もあり、ヒントの出し方も

素晴らしい作品でした。（解答のあつまり具

合によっては『駒成りは 6 手目の 17 地点と

13 手目の 11 地点。両王手で詰み』も候補に

あったのかな？）」  

 

■修正 1 前後の余詰解もいただき、３つの解

答をいただきました。追加ヒントは２手を

明かすことは決めていましたが、"両王手"を

ヒントに加えるかどうかは迷いました。  

 

NNN 「ヒント無しでは全く分かりませんでし

た。角を引いて敢えて空き王手の筋を作る

とは･･･。２問目の余詰みも王手ではなくと

も角道を飛車で塞ぐ点で同じような筋だっ

たのてすが･･･」  

 

諏訪冬葉  「最終手段『ヒント待ち』で詰み型

を予想できたものの序の３手が浮かばず苦

戦しました。」  

 

波多野賢太郎  「今回はこの問題ばかりずっと

考えて悩んでいました。結局ノーヒントで

は解けず、ヒントを見てようやく解決しま

した。私にとってはこの手順は驚愕の結末

という感じでした。歩は序盤に突かないと

仕方ないとばかり思っていましたし、そう

なると角か桂馬をなるべく早く進撃させる

しかないと思っていました」  

 

隅の老人Ｂ  「初手に 10 日間の苦労。５手目

までが難しい」  

 

■初手から▲98 香～▲99 角～▲88 飛は、１

筋条件に引き寄せられるとなかなか指しが

たい手順です。  

 

小木敏弘  「この開き王手にず～～～と、気が

付きませんでした。７８銀、７９角、５６

歩か、１８飛、３６歩のどちらかなのにと

悩みまくりました。まさか、先手の歩がこ

んなに遅く出来るとは・・・。終わりの形

が見えたら瞬殺でしたが、見えなかった」  

 

S.Kimura 「引き角であることは予想していま

したが，79 ではなく，99 に引くとは思いま

せんでした」  

 

攻めダルマン  「考えてるうちに不可能かと思

いましたが穴角戦法とは」  
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■まず、79 の引角に手が動くのが普通の感覚

ですね。将棋倶楽部 24 で穴角戦法を観戦し

たことがあります。高段の方が、88 飛 -99

角を上手く捌いて圧勝してました。  

 

山下誠 (無解 ) 「６手目１七角成のヒントで、

先手の１・３・５手目がますます分らなく

なり、白旗です」  

 

小山邦明 (無解 )「『先手唯一の歩の手に対して

後手は三段目の手で応じた』の着手が全く

推理できませんでした」  

 

占魚亭 (無解 ) 「駒取りが上手くいきません。

降参です」  

 

■今回追加ヒントは、"やや甘め"としました。

それでも超難解作でありますので白旗も気

にしないで結構です。  

------------------------------------------  

正解：１６名 （双方解：DD++さん、孔明さ

ん、Pontamon さん）  

 

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん  

小木敏弘さん 斧間徳子さん 加賀孝志さん  

孔明さん 隅の老人Ｂさん 諏訪冬葉さん  

攻めダルマンさん たくぼんさん DD++さん  

波多野賢太郎さん はなさかしろうさん  

Pontamon さん 渡辺さん  

------------------------------------------  

総評  

 

はなさかしろう  「高坂研さんの『０番』は私

が推理将棋に熱中するきっかけになった 2

つの手順のうちのひとつです。もうひとつ

の『6 手合い利かず』に対しては 46-3『馬

術競技』を作っていたので、今回『一番街

の駒取り祭』を採用していただけてとても

嬉しく、これで作者としての煩悩が解消さ

れるはずだったのですが、やんぬるかな」  

 

■『０番』とは、次の条件 (原案とは表現を変

更、作意略 )です。  

(条件 )・10 手で詰んだ、・不成４回、・終図で

後手持駒が角歩  

予備知識のある今なら、すぐわかりますが、当

時は驚きの手順だったことでしょう。  

 

Pontamon 「2015 年を締め括るのに相応し

い、中級・上級の難問２題でした。はなさ

かしろうさんの上級はギブアップ寸前でし

た。  

2014 年の第 74 回で推理将棋に出会い、初挑

戦の推理将棋ということもあってか解けな

かった問題があった記憶。どんな作品だっ

たか見てみると、解けなかった 74-3 の作者

は奇しくもはなさかさん。はなさかさんに

２年連続で全問正解を阻まれたかと思いま

したが、今年はどうにか全問正解でした。

来年は全問正解＋ノーヒントを目指しま

す。それでは、皆さん良いお年を」  

 

■2016 年も作品投稿と解答をよろしく。解答

ではノーヒント全問正解を期待しておりま

す。  

 

占魚亭  「締切日に手つかずだったことに気付

き、急いで解きましたが全問制覇ならず。

すみません」  

 

■惜しい。〆切日は棋力倍増しますが、難問出

題のときは早めに解図をした方がよさそう

です。  

 

小木敏弘  「今回は大変苦しみました」  

 

■余詰がなければ難解作で締まったんですけ

ど・・・  

 

斧間徳子  「15 手くらいの中編になると、余詰

のリスクが格段に増えますね」  

 

DD++ 「ＮＡＯさんにとっては胃の痛む回だ

ったこととお察しします。お疲れ様でし

た」  

 

たくぼん  「今回は難易度が高くかなり焦りな

がらの解図でした。解けて良かった。余詰

は出るものです。お気になさりません様

に」  

 

■お心遣いありがとうございます。15 手以上

の中編で一見緩い条件になると、検討が難

しいです。解いてみて作意が先に見えるも

のは、特に余詰探しが困難になります。  
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渡辺  「今回は最後が難問。だめ元の手が詰む

と急に脱力しますね。推理将棋を始めたこ

ろ以来の久し振りの体験でした。96-3 のよ

うな問題は訂正できない詰パラだと検討に

自信がなくとても出題できません。訂正可

能なウェブ媒体ならではの出題だと思いま

す」  

 

■訂正前提で出題するつもりは毛頭ありません

が、結果的にウェブ媒体の柔軟性に甘え

て、助かってます。割り切って、今後も思

い切った選題をやっていきたいと考えま

す。  

 

変寝夢  「もう早いもんで年末ですか。来年も

よろしくお願いします」  

 

波多野賢太郎  「今回は何と言っても３番が強

く印象に残りました。悩みに悩んだおかげ

で、解決したときはちょっと衝撃でした。

できればノーヒントで解きたかったですが

…。１年の最後にふさわしい作品だったと

思います。ありがとうございました。2016

年もよろしくお願いいたします」  

 

隅の老人Ｂ  「３番で苦労、ヒントを読んで

も、初手が判らない。16 日の早朝、98 香に

気づく。これで、気分良く、新しい年が迎

えられる、そんな思いあり。『単純な爺さ

ん、ここに在り』です。来年も宜しくお願

いします。良いお年をお迎えください」  

 

■2016 年も推理将棋をよろしくお願いしま

す。  

------------------------------------------  

推理将棋第９６回出題全解答者： ２３名  

 

飯山修さん S.Kimura さん NNN さん  

小木敏弘さん 斧間徳子さん 加賀孝志さ

ん 金少桂さん 孔明さん 小山邦明さん  

隅の老人Ｂさん 諏訪冬葉さん 攻めダル

マンさん 占魚亭さん たくぼんさん  

 DD++さん テイエムガンバさん 波多野賢

太郎さん はなさかしろうさん 変寝夢さ

ん Pontamon さん 桝彰介さん 山下誠さ

ん 渡辺さん  
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自分なりの透明駒の門戸 上谷直希 

                                         

 明けましておめでとうございます。今年もよ

ろしくお願い致します。  

今回は透明駒について書こうと思います。透

明駒に触れるきっかけ、そして世にあふれる素

晴らしい作品たちの理解の一助になれば幸いで

す。  

厳密なルール確認はあとにしても構いませ

ん。まずは気軽に見ていきましょう。  

 

■受方の透明駒  

１）導入  

A「透明駒というものがあるみたいだね、少し教

えてくれよ。」  

B「わかったよ。ちなみにルールはどのくらい分

かる？」  

A「さっぱりわからん」  

B「……。とりあえずこれ考えてみてよ」  

 

（例１）ばか詰 3 手（0+1）  

 

A「この (0+1)ってのは何？」  

B「ああ、これは前の数字が攻方の透明駒、後ろ

が受方の透明駒の数って意味だよ。今回でいう

と、受方に一枚だけ透明駒があって、それ以外

は普通のばか詰と変わりないってこと」  

A「ふーん。でもこれ、17 香、16 合、25 金で

詰んでない？」  

B「透明駒がなかったらね。最終手の 25 金を透

明駒で取って受ける手が可能性として残ってる

から、その手順だったら詰んでいないとみなさ

れるよ」  

A「？？？どういうこと？だって透明駒とやら

が 25 地点に利いているとは限らないじゃない

か」  

B「確かにそうだけど、透明駒が判明していない

とき、自分も、相手も不可能でないことは何を

やってもいいんだよ。この場合は、受方のほう

が自分に有利になるように透明駒を利用したと

言える。」  

A「まあ、そういうもんなんだね」  

B「慣れると楽しいよ」  

 

A「といっても 16 地点を埋めないことには……。

あっ！じゃあ『16 香、同透明駒、25 金』はど

う？」  

B「同透明駒って格好悪いな。そういうのは+16

って表記するんだよ。+(駒を取った地点 )という

表記で、透明駒が駒を取った挙動を指すことに

なる。それと、もし 16 の透明駒が銀とかだった

らどうするんだ」  

A「桂とか金とかかもしれないじゃん」  

B「だから 25 に利いている可能性が一通りでも

残っていれば詰んでないんだって」  

 

B「……じゃあもしその 16 の透明駒がピンされ

ていたら？」  

A「あー。なるほど、17 香、透明駒、25 金って

こと？」  

B「記譜上の表記は  –X ね。だから正解は『17

香、–X、25 金まで 3 手詰』ってなるよ」  

A「これ透明駒の駒種が限定されてないけどい

いの？」  

B「判明させることが目的じゃないから大丈夫。

16 の駒が銀だろうがなんだろうが、すべての可

能性で詰んでいるから、正真正銘詰みだと断言

していいんだよ」  

A「そこが初手 16 香との違いってわけね」  

 

A「2 つぐらい疑問があるんだけど」  

B「どうぞ」  

A「17 香に対しての  –X ってつまり 17 香に対

する考えられる応手すべてが候補としてあるっ

てことでしょ。それなら 16 合以外にも透明駒

で 17 の香を取った可能性もあるんじゃない

の？」  

B「透明駒の挙動についてね。確かにそうなんだ

けど、その両者だと視覚的に同一じゃないから、

区別されるね。合駒なら－X。香を取ったなら

+17。ほら、棋譜表記も違うだろ」  

A「？視覚的に同一？？どういうこと？」  
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B「透明駒の挙動が全く目に見えないとして、透

明駒で合駒したときと、根元の香を取ったとき。

それぞれ盤面は俺たちにどう見えている？」  

A「……前者だと香が残るけど、後者だと香が消

える」  

B「でしょ。後手が透明駒の着手をしてもなお盤

面に香が残っているってことは、香は取られて

いない。だから両者は区別できて、この場合の

-X 表記は合駒でしかありえない」  

 

A「あとばか詰って非限定ダメなんでしょ。初手

以遠打っていうのはいただけないね」  

B「じゃあ初手 18 香だとどうなる？」  

A「どうなるって…さっきと同様、『18 香、–X、

25 金』でダメなの？」  

B「16 玉で逃れだな」  

A「あれ？ああ、透明駒を合駒した地点が 17 だ

ったかもしれないって？確かにどこに透明駒が

合駒されたかなんて目で追えないから、16 が埋

まったと断言できないわけね。」  

 

２）受方透明駒の無効化  

B「じゃあこんなのはどう？」  

（例２）ばか詰 3 手（0+1）  

 

A「52 歩成だと+52 って取り返されるってこ

と？」  

B「そう。受方に透明駒がある場合は、多くの場

合それによる受けをなんとかしないといけない。

これはかなり一般的に言える方針だと思うよ。」 

A「じゃあ単純に。『52 金、+52、同歩成まで 3

手詰』でどう？これでもう透明駒は盤に無いよ

ね？」  

B「はい正解。取ってしまえば透明駒も怖くない。

ずいぶんと直接的な解決法だけども」  

A「これ駒余りじゃないの？」  

B「現行、透明駒余りは駒余りとみなさないこと

になってるから大丈夫。見た目的には駒台に何

も残っていないからかな？」  

 

B「じゃあ、今度は透明駒を取る以外で解決法を

考えてみよう」  

A「ちょっと待って。試しに僕もつくってみたん

だけど、これどう？」  

（例３）ばか詰 3 手（0+1）  

 

A「もちろん初手 52 金はダメだよ」  

B「わかってるよ。……なるほど、『61 金、+61、

42 銀まで 3 手詰』か。透明駒の位置を判明させ

て、そこから利きの届かないところに打つ。こ

れも一応無力化って呼べるのかな？」  

 

A「それで、こうしたら紛れが増えるんじゃない

かなって」  

ばか詰？ 3 手（1+1）  

 

A「初手の金を隠した！そんで作意は『 -X(61 金 )、
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+61、42 銀』！」  

B「あー、表記上、透明駒で透明駒を取る挙動は

表現できないんだよ」  

A「何で？……見えないから？」  

B「そう。さっきの香が視覚的に消える場合とは

わけが違う。そんでもって今回の正確な表記は

『 -X、-X、42 銀』となる。でもこの手順だと透

明駒についての情報がほぼ何も分からず、詰ん

でないね」  

A「作意不成立ってことね。ハイハイわかりまし

たよ」  

 

 

３）透明駒が判明する  

A「これまで透明駒が判明しないまま終わるも

のばっかだったけど、判明するような例はない

の？」  

B「もちろんたくさんあるよ」  

 

（例４）ばか自殺ステイルメイト 4 手（0+1） 

 

A「ステイルメイトって何？」  

B「詰んでないけど指す手が無い局面にしろっ

てことだよ。今回は自玉のほうだから、持駒も

消費しきった上で玉を行動不能にしてね。」  

A「香連打するしか…。」  

B「答えを先に言ってしまうと、『58 香、+58、

57 香、同玉』まで 4 手だね。」  

A「手順前後はダメなの？」  

B「それだと最後の+58 が『同飛生』である可能

性がまだあるから、49 玉って逃げる手が残って

ステイルメイトを達成できていない」  

A「57 香の前に+58 を決めるとどう違ってくる

んだろう？」  

B「再確認しよう。『透明駒では合法なら何やっ

てもいい』とはもうすでに言ったね？」  

B「裏を返せば、『指せた時点でその手は合法』

ってことだ。+58 がもし王手だったら、57 香と

やっている場合ではない。逆に言えば 57 香と

できる余裕があったということは、+58 が王手

ではなかったことの証拠になる。前に利きがな

いまま 8 段目に存在できる駒は…、」  

A「角しかない。なるほど、透明駒がこれで一意

に限定されるわけだ。」  

 

 

B「それしかありえないとわかったとき、透明駒

はその透明性を喪失する。それからは、普通の

駒と同じように使って問題ないよ」  

 

■攻方の透明駒  

B「今度は攻方が透明駒を持っている場合を考

えていこう」  

A「普通に戦力になりそうだ」  

B「正体が判明しないまま戦力として使うのは

何かと不便だから、多くの作例で、駒種を確定

させていく方針が 傾向があるように思うね」  

（例 5）ばか詰 5 手（1+0）  
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A「普通のばか詰よろしく、合駒を稼ぐのが一番

強そうなんだよなあ」  

B「まあ確かに。仮に作意順とは関係無くとも、

真っ先に考えられる余詰筋であるし」  

A「『指せた手は合法』の法則に従うと、仮に初

手  –X としたならばそれは王手になっているっ

てことでいいんだよね？じゃあ以下 26 金合！、

+26、15 玉、25 金でどうだ！透明駒は飛だった

のだ！」  

B「それだと初手が香だった場合が否定出来て

ないっしょ」  

 

A「うーん、飛車配置が怪しいんだよなあ。でも

初手から+56 としても王手じゃないし。じゃあ

26 歩と引きつける？それって透明駒判明する

余裕があるんだろうか？」  

B「『26 歩、同飛、+26』ね。」  

A「でもこれが作意だとすると、冴えない逆算だ

よ。叩くにしても歩だと露骨すぎるし、持駒は

なんか香とか銀とかに替えられないの？」  

B「うるさいなあ。きちんと意味があっての出題

図なんだよ」  

A「ふーん…。あ、なるほど、初手歩を叩けて、

しかも二歩禁もありえないってことは 3 手目が

『同歩』ではないってことになるのか。」  

B「んでもって初形から王手がかかっているの

はありえないから、3 手目『同香』も無いだろ

う？」  

A「3 手目が王手だとすると、角も桂もありえな

いか。でもこれ以上はわからないよ」  

B「そこで 4 手目、どこに逃げるかだよ」  

A「一番有力そうなのは 15 だけど…？あっ、こ

れで 25 の駒が斜めに利いている可能性がなく

なるのねじゃあ残る可能性は…飛車だけ。透明

駒の除外診断だ」  

 解：26 歩、同飛、+26、15 玉、16 飛 まで 5

手詰  

 

 

 

 

B「こんな感じで比較的シンプルな例題を見て

きた。ルールを厳密に説明できたわけではない

が、それでもだいたいの棋譜や解説を読めるく

らいにはなってるんじゃない？」  

A「そうなんかな。より複雑化したらわからなく

なりそうだわ」  

B「じゃあこんなのはどう？」  

 

 

 

A「強欲ぅ！？お前純粋な透明駒もやりたてな

のにもう複合ルールに手を染めるの？」  

B「いちいち突っかかるなあ。だから正式な解答

募集は避けてるじゃないか。とはいえ、多くの

方にお褒めの言葉をいただいて、ちょっと調子

に乗って営業活動したくなっちゃったんだよ」  

A「で、どんな手順なの」  

B「それはブログの記事  

（ http://fairypara.blog.fc2.com/blog-entry-22.html）

http://fairypara.blog.fc2.com/blog-entry-22.html
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を確認してね☆」  

A「自作の宣伝に重ねて、ブログの宣伝までねじ

込むか。汚いなあ。ところで今まで見てきた問

題たちって、余詰は大丈夫なの？」  

B「……。」  

 

※余詰などありましたらご連絡ください。  

 

 

B「自作は一旦置いといて、世には素晴らしい作

品がたくさんある。まずは「この詰将棋がすご

い！２０１５」を見てみるといい。作品のクオ

リティももちろんだけど何と言っても数がある。

解説も僕と違って丁寧だし。一つ一つ鑑賞して

いくなかで透明駒の全体像を把握していったの

が自分なりの入門法だったかなあ」  

A「なるほど。でも WFP でも透明駒の作品、結

構あるよね」  

B「もちろん。先月のフェアリー入門に加えて、

過去の WFP 作品展にも結構な投稿数がある。

どれ、一作ぐらい観てみるか」  

 

2013/11  WFP 作品展  幻想咲花  氏作   

 

 

B「確か誌上で初の透明駒作品だったかな。素晴

らしい内容だよ。」  

A「初手 -X だと 27 と（桂に対し同ととしたと

主張されている）あたりでダメそうだ、じゃあ

51 馬しかないのか。これ同龍だとどうなるん

だ？」  

B「それは+51（同角か馬）と取り返して簡単だ。

だから合駒だな」  

A「24 合だと、同馬は同玉か。いやまてよ、+24

としてしまえば詰みじゃないか。33 と 42 でも

同じ話だし（+33 や+42）、それで 2 枚角の透か

し詰だ。これ 11 手もかからないよ。」  

B「いやちょっとまて。例えばこうされたらどう

するんだ」  

 

 

A「何合だって同じだよ。+42 ってやって終わり

…、あっ、王手じゃない！」  

B「そう。角を枯らされたら王手とみなしようが

ないわな。2 枚角の連結を回避する手段が残さ

れていたわけだ。この『品切れ手筋』は透明駒

かしこならではの手筋で、魅力的だね。」  

A「これは同馬しかなさそうだ。また合駒かな。

24 合なら＋24 ができるよね？角がなくても銀

があるから」  

B「その通り。そんなわけで 33 銀合」  

A「同じ調子で、同馬？」  

B「（こいつニブいな）24 銀」  

 

A「よっしゃ、これで今度こそ+24 ができ…な

い！？」  

B「そう、角だけじゃなく銀すらも使い果たされ

て、+24 を達成できる駒が正真正銘枯れてしま
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った。これは逃れだな」  

 

A「じゃあ、ここで同馬としたのがいけなかった

んだな。と言っても代わりの手となると…」  

B「間合いを詰めて相手より先に銀の所有権を

主張したくない？」  

A「あっ、そうか、24 角か！」  

B「そう。24 角に対し同銀だと+24 とできる。

さっきと違って銀が枯れてないからね。だから

同玉だけど、これでも＋33 として攻めがつなが

る。33 の駒は銀で確定だ」  

A「以下は詰将棋と変わらないね。馬を捨てる収

束も入って、本当にうまくできてるよ」  

 

解：51 馬、42 角、同馬、33 銀、24 角、同玉、

+33（銀生） 、35 玉、53 馬、同龍、36 銀打  ま

で  11 手   

 

B「今期もこんな作品が発表されている」  

 

2015/5  WFP 作品展 73-10 會場健大氏作  

  

B「短手数ながらとんでもない量を読まされる。

どんな理屈で唯一解になっているのか？どうや

ってつくったのか？皆目見当がつかない…笑。

初見の方は、是非該当号や WFP 作品展鑑賞室

（ http://k7ro.sakura.ne.jp/wfp/EnjoyWFP.ht

ml）で確認してみてほしい」  

 

 

○終わりに  

 いかがでしたでしょうか。本記事によって少

しでも透明駒への抵抗感を取り払えていれば幸

いです。そして透明駒の世界はまだまだ分から

ないことばかりです。記事内の自作は素材むき

出しの例題ばかりでしたが、皆様が更なる透明

駒の世界に踏み入れる足がかりとして役立つこ

とを願っております。  

 お読みいただきありがとうございました。  

 

  

http://k7ro.sakura.ne.jp/wfp/EnjoyWFP.html
http://k7ro.sakura.ne.jp/wfp/EnjoyWFP.html
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解答募集締切一覧  

 

ネットでのフェアリー詰将棋の解答募集締切一

覧です。締切日が早いもの順です。解答先は各々

異なりますのでお間違えにないように。 

  

2016 年 2 月 10 日(水) 

 

フェアリー入門  

強欲詰、禁欲詰 ４題  

 

2016 年 2 月 15 日(月) 

 

第 78 回 WFP 作品展  

フェアリー作品 １２題  

 

 Fairy of the Forest #46 

 協力詰 ５題  

 

 強欲な世界パート４  

 強欲協力詰 ５題  

 

2016 年 3 月 15 日(火) 

 

第 79 回 WFP 作品展  

フェアリー作品 １２題  

 

  

作品募集一覧  

 

フェアリー入門  

 

課題：Ｑ（クイーン）を含む作品、1,3,5 手の最

善詰、協力詰  

 

募集締切：2016 年 3 月 10 日  

送り先：  

（橘圭伍）keigotatibana@hotmail.com  

詳細は、ＷＦＰ90 号 P9 をご覧下さい  

 

フェアリー版くるくる展示室  

・ 盤は９×９、駒は普通の将棋駒及び駒数内

（フェアリー駒はとりあえず不可）  

・ 後手持駒制限 OK 

・ ルールは何でも OK（協力詰、かしこ詰、

打歩詰、自玉詰系、ステイルメイトなど何

でも OK）  

・ 手数制限なし  

フェアリー版くるくる展示室（ばか自殺詰）  

 

 持駒：歩 18 を含み、手順に「…」×17（18）

を含む ばか自殺詰（詳細は P17 をご覧くさ

い）  

投稿先は、WFP 編集部 たくぼん  

 takuji@dokidoki.ne.jp 

 

修正  

 

先月号の記事 P46「駒柱あるいは一文字ある

いは年賀詰」（神無太郎）の前文で、  

例えば、【その１】は、攻方盤駒：14 王、攻

方持駒：角Ｇ4、受方盤駒：51 玉の、協力自

玉ステイルメイト 10 手･･･とありますが、先

手持駒は飛Ｇ4 の間違いでした。なお後手に

はＧの持駒もたくさんあるとのこと、お詫び

して訂正します。  

 

あとがき  

 皆さんにとってよい 1 年でありますよう

に･････ 

 

****************************************** 

結果稿を読んでの感想、意見、返信等ありまし

らメール下さい。改訂時スペースに追加掲載し

ます。（25 日前後まで） たくぼん  

****************************************** 
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